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平成３０年陸別町議会９月定例会会議録（第２号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成30年９月12日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 延会 平成30年９月12日 午後３時51分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員及び出席並 氏 名 氏 名
びに欠席議員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ８人 １ 中 村 佳 代 子 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 ０人 ２ 久 保 広 幸 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ 出席を示す ４ 本 田 学 ○

▲ 欠席を示す ５ 山 本 厚 一 ○

× 不応招を示す ６ 渡 辺 三 義 ○

公▲○ 公務欠席を示す ７ 谷 郁 司 ○

会議録署名議員 久 保 広 幸 多 胡 裕 司

職務のため議場に 事務局長 主任主査
出席した者の職氏名 早 坂 政 志 吉 田 利 之

法第１２１条の規定 町 長 野 尻 秀 隆 教 育 長 野 下 純 一

により出席した者の 監 査 委 員 飯 尾 清 農業委員会長（議員兼職） 多 胡 裕 司

職氏名

町長の委任を受けて 副 町 長 佐 々 木 敏 治 会計管理者兼町民課長 芳 賀 均

出席した者の職氏名 総 務 課 長 高 橋 豊 産業振興課長 副 島 俊 樹

建 設 課 長 清 水 光 明 保健福祉センター次長 丹 野 景 広

国保関寛斎診療所事務長 ( 丹 野 景 広 ) 総 務 課 参 事 高 橋 直 人

総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教育長の委任を受けて 教 委 次 長 有 田 勝 彦

出席した者の職氏名

農業委員会会長の 農委事務局長 棟 方 勝 則

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議案第５７号 平成２９年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出
３ 議案第５８号

決算認定について

平成２９年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議案第５９号

歳入歳出決算認定について

平成２９年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
５ 議案第６０号

について

平成２９年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
６ 議案第６１号

定について

平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算
７ 議案第６２号

認定について

平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
８ 議案第６３号

定について

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、２番久保議員、３番多胡議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第５７号平成２９年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定について

◎日程第３ 議案第５８号平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘

定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第４ 議案第５９号平成２９年度陸別町国民健康保険直営診

療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第５ 議案第６０号平成２９年度陸別町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算認定について

◎日程第６ 議案第６１号平成２９年度陸別町公共下水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について

◎日程第７ 議案第６２号平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特

別会計歳入歳出決算認定について

◎日程第８ 議案第６３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第５７号平成２９年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、日程第８ 議案第６３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５７号平成２９年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第５８号平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第５９号平成２９年度陸別町国民健康

保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第６０号平

成２９年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第
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６１号平成２９年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまし

て、議案第６２号平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につい

て、続きまして、議案第６３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について、以上、議案第５７号から議案第６３号まで、７件を一括して、別紙監査委

員の意見を付しまして、議会の承認を求めるものであります。

内容につきましては、副町長のほうから説明いたしますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第５７号から議案第６３号まで、一括して説

明をさせていただきます。

議案第５７号平成２９年度陸別町一般会計歳入歳出決算認定についてでありますが、説

明資料ナンバー３をお開きいただきたいと思います。資料ナンバー３は、２９年度の陸別

町の各会計の決算状況を、今回、一覧にさせていただきました。

まず、議案第５７号の一般会計ですが、歳入決算額が５０億１５６万１,０９８円、歳

出決算額が４７億５,２０７万４,１６６円、歳入歳出差引額が２億４,９４８万６,９３２

円、翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額ですが、１億３,９０９万２,０００円

であります。実質収支につきましては１億１,０３９万４,９３２円、この中から２分の１

以上ということで、財政調整基金に６,０００万円を積み立てしております。差し引き、

３０年度へ繰り越しする額というのは５,０３９万４,９３２円ということになります。

次、議案第５８号になります、国保会計ですが、歳入決算額が４億７,８４６万２,０９

７円、歳出決算額が４億６,０９５万９,６８４円、歳入歳出差引額が１,７５０万２,４１

３円、この額が３０年度へ繰り越しする額となります。

議案第５９号の直診会計ですが、歳入決算額が３億２,０７０万２,９６２円、歳出決算

額が２億９,８４２万４,６３０円、差し引き２,２２７万８,３３２円が３０年度へ繰り越

しする額となります。

議案第６０号の簡水会計ですが、歳入決算額が１億８,０５６万３,６１１円、歳出決算

額が１億７,６１６万９,０５９円、差し引き４３９万４,５５２円が３０年度に繰り越し

する額であります。

議案第６１号の下水道会計ですが、歳入決算額１億８,０４６万３７８円、歳出決算額

が１億７,８５１万８,５１６円、差し引き１９４万１,８６２円が３０年度に繰り越しす

る額になります。

議案第６２号の介護保険会計ですが、歳入決算額３億９０１万３,８８８円、歳出決算

額が２億９,９６７万９,１８０円、差し引き９３３万４,７０８円が３０年度に繰り越し

する額となります。

それから、議案第６３号の後期高齢者会計ですが、歳入決算額４,１５８万９,６７６

円、歳出決算額も同額の４,１５８万９,６７６円、差し引きゼロであります。
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合計しますと、歳入決算額が６５億１,２３５万３,７１０円、歳出決算額が６２億７４

１万４,９１１円、歳入歳出差引額が３億４９３万８,７９９円で、一般会計の翌年度へ繰

り越すべき財源１億３,９０９万２,０００円、これを引きまして。実質収支額が１億６,

５８４万６,７９９円、一般会計の財政調整基金に６,０００万円を積みます。差し引きし

ますと、全体では、３０年度に繰り越しする額というのは、１億５８４万６,７９９円が

一般会計、特別会計で３０年度に繰り越しする財源となります。

次のページ、ナンバー４をお開きください。ナンバー４は、一般会計と特別会計の各課

に配当している予算の執行状況、決算であります。したがって、一般会計の決算書の各科

目ごとの執行額、不用額とは一致しません。

一般会計、特別会計、左側が一般会計になります。

まず、総務課のほうは、決算額が２１億８,９４７万２,６６５円、執行率は９８.１％

になります。これは各課に配当して執行しておりますので、款ごとの執行率とは異なりま

す。

それから、町民課ですが、決算額が２億７,６３２万７,６４２円、執行率が９６.５％

になります。町民課では特別会計も二つほど担当しておりまして、まず、国保会計です。

決算額が４億６,０９５万９,６８４円、執行率９３.５％。それから、後期高齢者医療特

別会計４,１５８万９,６７６円、９９.５％の執行率となっております。

それから、保健福祉センターですが、決算額３億７,３３６万９,８９９円、執行率は９

７.３％となります。保健福祉センターは介護保険会計も担当しておりまして、決算額２

億９,９６７万９,１８０円、執行率は９６.９％になります。

それから、産業振興課です。決算額８億４,０７３万２,７２０円。３０年度に繰り越し

する繰越明許費が８,００４万１,０００円ございます。それらを含めると、予算額との比

較では８６.５％の執行率になりますが、この８,００４万１,０００円を予算額から引い

た執行率となりますと９９.２％となります。

それから、建設課です。決算額が８億４,０９５万４,２３８円、執行率は８８.９％。

ここでも繰越明許費が８,２５８万６,０００円ございますので、予算額からこれを引いた

額で割り返しますと９７.４％の執行率となります。建設課は簡水会計と下水道会計の担

当をしております。まず、簡水会計については、決算額ですが、１億７,６１６万９,０５

９円、９７.５％の執行率。それから、下水道会計ですが、１億７,８５１万８,５１６

円、９９％の執行率になります。

教育委員会ですが、１億６,１５２万３,０９２円、９６.９％の執行率です。

直診会計です。２億９,８４２万４,６３０円、９５.３％の執行率になります。

それから、議会ですが、３,５５３万９,５９３円、９８.４％の執行率。

監査ですが、２０６万８,９４８円、９９.１％の執行率。

選挙管理委員会、３７７万４,３３７円で、９３.９％の執行率。

農業委員会ですが、５６５万３,１９９円、９４.３％の執行率。
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消防署ですが、２,２６５万７,８３３円で、９２.７％の執行率になります。

合計しますと、一般会計ですが、４７億５,２０７万４,１６６円で、繰越明許費が１億

６,２６２万７,０００円あります。これらを含めると９３.９％の執行率ですが、繰越明

許費を控除した予算額で比較しますと９７.４％の執行率となります。

特別会計では、１４億５,５３４万７４５円ということで、特別会計全体で９５.８％の

執行率となります。

一般会計、特別会計、ここに記載のとおりであります。予算額６５億７,８１２万１,６

００円に対して、決算額が６２億７４１万４,９１１円、９４.４％の執行率。繰越明許費

１億６,２６２万７,０００円を含めて９４.４％、除きますと９６.８％の執行率となりま

す。

次のページ、ナンバー５をお開きください。ナンバー５は、一般会計における各課ごと

の配当された予算に対する決算額、これに対する財源の内訳になります。左側は資料ナン

バー４と同じで円単位ですが、右側につきましては１,０００円単位で記載をしておりま

す。

まず、総務課については、一般財源が１９億１,９６０万６,０００円、特定財源が２億

６,９８６万７,０００円です。総務課につきましては、交付税が主な内容になります。一

般財源です。

それから、町民課につきましては、一般財源が１億５,４６２万８,０００円、特定財源

が１億２,１７０万円ですが、町民課の一般財源は町税が主な内容。

それから、保健福祉センターが、一般財源１億７,５１７万２,０００円、特定財源が１

億９,８１９万８,０００円。

産業振興課が、一般財源２億５,０９２万６,０００円、特定財源が５億８,９８０万７,

０００円。

建設課ですが、一般財源が３億２,５２４万５,０００円の、特定財源が５億１,５７０

万９,０００円です。

教育委員会は、一般財源が１億１,３３３万９,０００円、特定財源が４,８１８万４,０

００円。

議会、監査については一般財源であります。

選挙管理委員会は、一般財源が４７万６,０００円で、３２９万８,０００円が特定財

源。選挙管理委員会は、衆議院議員選挙の国の委託金であります。

それから農業委員会は、一般財源が５１３万円で、特定財源が５２万３,０００円。

消防署が、一般財源１,３８４万５,０００円の、特定財源が８８１万３,０００円。こ

れは消防自動車、小利別１号車の補助金になります。

トータルしますと、一般財源総額が２９億９,５９７万５,０００円、特定財源が１７億

５,６０９万９,０００円です。これを足したものが歳出総額の４７億５,２０７万４,００

０円となります。
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ただ、この下に、一般財源総額３２億４,５４６万２,０００円と記載がございますが、

これは歳入決算額から特定財源を控除した額が３２億４,５４６万２,０００円になるとい

うことです。算式としては、ここに記載の二つ目の◎があります。歳入の決算額５０億１

５６万１,０９８円から歳出決算額４７億５,２０７万４,１６６円を控除した２億４,９４

８万６,９３２円より１億３,９０９万２,０００円の繰越明許費を控除して、先ほど説明

しました基金積立金６,０００万円を控除して、５,０３９万４,９３２円が３０年度へ繰

り越しする額となります。

次に、資料ナンバー６をお開きください。６は、地方創生交付金事業の実績資料であり

まして、これは企画費の、道の駅を核とした銀河の里ＤＭＯ観光地域づくり連携事業の３

町連携事業の内容であります。

３町連携事業で地域産品販路拡大実証事業、地域産品のマーケティング・販路構築実

証。この表の見方は、当初予算では１００万円を見ておりましたけれども、実績としては

４９万３,２００円で、交付金充当というのは国からの交付金です。これは２分の１です

ので、２４万６,６００円。差し引き、一般財源が２４万６,６００円となります。このよ

うに、圏域オリジナルメニューの創作１００万円に対して執行額が６５万７,３６０円

で、その２分の１、３２万８,６００円。それから、道の駅観光施設の機能性・発信性向

上と地域間連携１００万円の予算に対して１０７万６,４００円、５３万８,２００円。そ

れから、３町観光モデルルート・観光コンテンツ開発事業１５０万円ですが、決算額が１

１３万５３３円で、その２分の１、５６万５,２００円。当初予算合計４５０万円です

が、執行額合計が３３５万７,４９３円で、交付金がその２分の１、１６７万８,６００

円。その下の圏域周遊モデルルート開発事業で、役務費で十勝バスラッピング、ふるさと

銀河線柄ということで、当初予算で１０４万９,０００円を見ておりましたが、実績額が

１０４万２,８２６円、交付金が５２万１,４００円であります。合計しますと、予算額５

５４万９,０００円に対して実績額が４４０万３１９円、国の交付金が２２０万円であり

ます。十勝イノベーションエコシステム推進事業、十勝連携ということで、負担金１０万

円ですが、これも１０万円、交付金が５万円です。トータルしますと、予算額５６４万

９,０００円に対して執行額が４５０万３１９円で、２分の１、２２５万円の交付金と一

般財源が２２５万３１９円になります。

十勝バスラッピング関係ですとか、これは決算書の４６ページに載っておりますし、中

段の先ほど言いました４５０万円の予算に対して３３５万７,４９３円、これと、それか

ら十勝連携事業の１０万円、これらについては決算書の４８ページに中身の記載がござい

ます。これは後ほど説明をさせていただきます。

それから、７ページをお開きください。説明資料の７ページです。説明資料７ページ

は、２９年度繰越明許事業です。これは２８年度からの繰越明許事業となります。

まず、この科目は、款項目、社会保障・税番号制度管理事業、これは一般管理費です。

１９節で１９万８,０００円の繰越明許がございましたが、実績としては９万９,０００円
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の執行に終わったと。この繰越額１９万８,０００円は決算書の４０ページに記載がござ

います。それから、実績額については４２ページ。それから、国庫支出金のほうの９万

９,０００円は２０ページに出てきます。

それから、その下、民間活用住宅建設事業、これは企画費です。２,３００万円、これ

は決算書４６ページ。それから、実績額が２,３００万円、これも４８ページです。

それから、その下、太陽光発電設置事業、これも企画費、１９節で５０万円、これも４

６ページですし、実績額５０万円も４８ページに出ています。

それから、交流センター改修事業、これは交流センター管理費です。工事請負費７２０

万３,６００円の繰り越しで、これは５０ページです。

それから、同じく７２０万３,６００円は５０ページ。

その二つ上の民間活用住宅のその他財源、基金、これは８２０万円、基金を取り崩して

おりますので、これは３０ページのほうで出てきます。

それから、交流センターのほう、５１０万円も３０ページに出てきます。

それから、畜産・酪農収益力強化整備事業、これは畜産業費です。２億４,７７８万９,

０００円の繰越額、これは決算書８０ページにあります。実績額が２億１,２９１万１,５

００円、これも８０ページ。国庫支出金は２４ページになります。

その下、農業競争力強化基盤整備事業、これは農地費です。４,２６５万円、これは８

２ページ。実績額４,２６４万９,４７０円、これも８２ページです。それから、６１９万

円の国庫補助、これは２４ページ。基金の２,８８６万円は１４ページに出てきます。

それから、教員住宅建設事業、これは事務局費でありますが、役務費３万円、それか

ら、工事請負費４,４１０万２,０００円は１０２ページ。実績額ですが、２万６,１９９

円は１０３ページ。工事請負費４,２３５万７,６００円は１０５ページ。国庫補助金１,

８４８万７,０００円は２０ページ。起債２,１７０万円は３８ページから３９ページに出

てきます。

それから、公共土木施設災害復旧事業、これは道路橋りょう災害復旧費です。需用費３

４万７,０００円の繰越額、これは１１９ページ。同じく工事請負費５７１万６,０００円

も１１９ページになります。実績額、１１節は７万８,３９０円、それから、工事請負費

５１３万円は１１９ページです。国庫補助金４１０万４,０００円は２０ページ。起債は

１００万円、３８ページから３９ページになります。

したがって、繰越額３億７,１５３万５,６００円に対して、執行額が３億３,３９５万

５,７５９円、国庫補助金が２億４,１７９万１,５００円、起債が２,２７０万円、その他

財源４,２１６万円で、一般財源が２,７３０万４,２５９円となります。

次、資料ナンバー８をお開きください。８は、３０年度繰越明許事業の一覧です。これ

は２９年度から３０年度への繰越明許費となります。

まず一番上、太陽光発電設置事業、これは企画費です。１９節で５０万円、太陽光１件

の補助、これは決算書の４１ページ、４７ページ、４９ページに出てきます。
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それから、緊急雇用対策事業、これは緊急雇用対策費でありまして、１１節の２万円か

ら１６節の４０万円までは７７ページ。合計で３５４万６,０００円となります。

それから、その下、農業競争力強化基盤整備事業、農地費７,６４９万５,０００円は８

３ページ。この中で、国、道補助金の６５６万円、これが収入未済額になっております。

それから、基金の１,４３７万５,０００円も収入未済額となっております。

それから、社会資本整備総合交付金事業、これは住宅建設費、公営住宅の建設費であり

ます。１２節２万６,０００円、それから、１５節８,２０６万円、これは９９ページにな

ります。それで、国庫補助金の３,７３０万円は２９年度で収入済みとなっております。

したがって、合計で繰越明許費の額は１億６,２６２万７,０００円の繰越額で、国、道の

補助金が４,３８６万円ですが、公営住宅建設の３,７３０万円はもう既に２９年度で収入

済みと。その他財源の１,６９７万５,０００円は収入未済額となってございます。それか

ら、一般財源１億１７９万２,０００円ですが、これは決算書の１２２ページに出てきま

す。この額と収入済額の３,７３０万円を合わせた額、これが１億３,９０９万２,０００

円となります。これが収入済額ということで、決算書の１２２ページに出てくる数字にな

ります。翌年度へ繰り越しすべき財源ということで、今言いました国庫補助金の３,７３

０万円と一般財源の１億１７９万２,０００円、これを足したもの１億３,９０９万２,０

００円が収入済みでありますので、決算書１２２ページの翌年度へ繰り越しすべき財源に

記載となっております。

それでは、決算書の１３４ページ、資料になりますけれども、まずそちらのほうを説明

したいと思います。

１３４ページをお開きください。１３４ページ、これは一般会計の説明資料になりま

す。

１３５ページから順次説明をさせていただきます。

まず、第１表、１３５ページは平成２９年度歳入歳出決算の総括であります。

予算額５０億５,９５５万３,６００円、決算額、歳入が先ほど説明しました５０億１５

６万１,０９８円、歳出決算額４７億５,２０７万４,１６６円で、差し引き２億４,９４８

万６,９３２円で、先ほど説明しました翌年度に繰り越しすべき財源１億３,９０９万２,

０００円、それから、財政調整基金に積み立てした６,０００万円、これを控除した額が

５,０３９万４,９３２円ということで、３０年度への繰越金となります。つまり、これが

先ほど資料ナンバー３で説明した額となります。歳出の執行率は９３.９％ですが、ここ

で予算額５０億５,９５５万３,６００円の中には、２８年度の繰越明許費３億７,１５３

万５,６００円も入っています。それから、３０年度に繰り越しすべき繰越明許費１億６,

２６２万３,０００円も入っております。その二つを足した５億３,４１６万２,６００円

が繰越明許費として予算額に入っております。これを控除した額が４５億２,５３９万１,

０００円の２９年度単年度の予算額ということになります。歳入もございますが、２８年

度の決算額で３億３,３９５万５,７５９円ございます。それから、引くと４４億１,８１
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１万８,４０７円ですが、実質的には９７.６％の執行率ということになります。

次のページ、１３６ページ、歳入の実績表であります。

まず町税であります。収入済額、２９年度は３億６,０９５万４,４２７円、この内訳と

しては、現年課税分で３億６,０２８万６１円、滞納繰越分で６７万４,３６６円、不納欠

損で８万１７８円ございます。これは８件でございます。６件です、失礼しました。収入

未済額２１５万４,０３１円、これは３１６件ということで、現年課税分で３７人、１２

４件、９８万２,６０８円、滞納繰越分で３７人の１９２件で１１７万１,４２３円となり

ます。

地方交付税ですが、２２億７,３１６万６,０００円。この一番右側にありますけれど

も、収入割合でいくと一般会計の歳入に占める地方交付税の割合というのは４５.４％と

なってございます。足していきますと、先ほど説明した予算額に対して調定額５０億３７

９万５,３０７円、それに対して収入済額が５０億１５６万１,０９８円です。不納欠損が

８万１７８円で、収入未済額が２１５万４,０３１円になります。

御存じのとおり、自主財源というものがございます。この歳入の中の自主財源が１３億

９,８６７万４,１９０円ございまして、前年度から見ると２,２４１万５,１２３円、自主

財源がふえてございます。歳入に占める割合でいくと２８％、２８年度から見ると４.４

％ほど伸びてございます。

一方、国、道等に依存する財源、これは依存財源といいますが、これが３６億２８８万

６,９０８円であります。２８年度と比較しますと、７２％と同率ですが、この依存財源

の中に占める交付税の割合は６３.１％となってございます。

第３表、歳出の実績表ですが、ここは款ごとの予算現額、支出済額、翌年度繰越額がご

ざいます。合計でいきますと、予算額が５０億５,９５５万３,６００円で、支出済額が４

７億５,２０７万４,１６６円、繰越明許費が１億６,２６２万７,０００円の、不用額が１

億４,４８５万２,４３４円。執行率は９３.７％。繰越明許費などを除いた執行率でいく

と、先ほど言いました９７.６％となります。

第４表、１３８ページは町税の徴収実績表であります。現年度分と滞納繰越分でありま

す。

まず町民税の収入未済額６５万３,９０８円、これは１５人の４６件、個人分、未収で

すが、６５万３,９０８円で同じであります。

それから、固定資産税、不納欠損１万４,７００円は１件、収入未済額が２６万８,５０

０円、１４人の７０件、これは純固定資産税のほうと同額でございます。

軽自動車税が、収入未済額６万２００円は８人の８件でございます。合計で、現年度分

が１万４,７００円の、不納欠損が１件、それから、９８万２,６０８円の未収が３７人の

１２４件でございます。

滞納繰越分ですと、町税で不納欠損が７,７７８円で２人の２件、未収が８１万３,５０

１円で１７人の７２件、個人分で同額でございます。
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それから、固定資産税で、不納欠損が３人の３件、５万７,７００円、それから、未収

が２８万３,６２２円で１２人の１０７件、純固定資産税で同額でございます。

軽自動車税で未収が７万４,３００円、８人の１３件です。

合計しますと、現年度分と滞納繰越分を足したものですが、まず、不納欠損が６件の８

万１７８円、それから、収入未済額が７４人の３１６件で２１５万４,０３１円となりま

す。全体の収納率は９９.４％、２８年度から見ると０.２ポイント増となっております。

次、１３９ページ。

第５表の歳出の性質分析表です。人件費から繰出金まで、款ごとに分類しております

が、この中で特に扶助費、それから人件費、公債費、人件費の６億６,３９４万３,０００

円と扶助費の２億２,４９１万７,０００円、公債費の５億１,８４７万７,０００円、これ

らを足したものが自治体でいう義務的経費と言われております。これらを足すと１４億７

３３万７,０００円となりまして、先ほど説明しました自主財源１３億９,８６７万４,０

００円では賄えないと。したがって、足りない分は、８６６万３,０００円ほど足りない

ですが、その分は普通交付税などを充当して義務的経費を支払っていると、そういう内容

になります。

次のページ、１４０ページは、第６表、最近５年間の決算額であります。歳入歳出です

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１４１ページは、地方消費税交付金の社会保障財源化分であります。ここに記載のとお

り、平成２６年度決算から、消費税が５％から８％に上がった分の３％分を社会保障費の

財源とする法律改正に伴って義務化されたものであります。社会福祉、社会保険、保健衛

生、２９年度の決算額が８億８,１３０万６,０００円、財源として、特定財源と言われる

ものはこの記載のとおり、国、道支出金が２億１,６４３万６,０００円の、地方債が９,

４９０万円、その他が１億６,８４０万９,０００円で、一般財源として地方消費税交付金

が２,０２９万５,０００円の充当と。これは決算書の１２９ページと１３９ページに出て

きます。

以上で資料の説明を終わります。

決算書、８ページをお開きください。

歳入ですが、細かい部分は省略させていただきたいと思います。

まず、町税の関係ですが、資料ナンバー９－１、２に、町税の調定、収入状況、資料ナ

ンバー１０に十勝市町村税滞納整理機構の引き継ぎ状況、資料ナンバー１１に不納欠損の

状況がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

まず、町税の収入済額３億６,０９５万４,４２７円、９９.４％の収納率です。ことし

３月３１日現在、年度末の人口２,３９２人で割りますと、１人当たり１５万９０１円と

いうことで、２８年度から見ると１万８,８９８円ほど増となってございます。それと、

この収入済額の中には、税滞納整理機構から２５件、４０万２１５円が入ってございま

す。それから、収入未済額が２１５万４,０３１円ございますが、８月末までに２２人、
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７３件、３６万３,３２９円が入金となっております。

まず、町民税の個人ですが、現年課税分で１億１,７９７万５,０６６円、収入未済額が

６５万３,９０８円ですが、８月末で３人の６件、９万４,０６８円が入金。それから、滞

納繰越分、収入済額５１万５,３９３円ですが、この中には、税滞納整理機構から１３

件、２６万４,１７０円が入ってございます。それから、未収額が８１万３,５０１円あり

ますが、８月末までに８人、１７件、１３万１,１３９円が入金済みであります。

それから、法人については、調定額、収入済額同額の３,０７７万３００円。

それから、固定資産税ですが、まず、現年課税分、調定額１億７,６７８万１,０００円

で、収入済額が１億７,６４９万７,８００円、不納欠損１万４,７００円で、１人、１

件。収入未済額２６万８,５００円で、１４人の７０件です。８月末までに４人の１６

件、２万３,４００円が現年課税分の未収の中に入金となっております。滞納繰越分で１

５万２,９７３円の収入済額ですが、この中には税滞納整理機構から１２件、１３万６,０

４５円が入金済みであります。不納欠損が５万７,７００円、３人、３件です。収入未済

額が２８万３,６２２円で、１２人の１０７件ですが、８月末までに４人、２９件、７万

４,８２２円が入金済みでございます。

軽自動車税です。現年課税分では６６４万２,６００円の調定に対して収入済額が６５

８万２,４００円で、収入未済が６万２００円、８人、８件分。滞納繰越分で８万３００

円の調定に対して６,０００円の入金、未収が７万４,３００円で、８人、１３件です。８

月末までに３人、５件、３万９,９００円が入金となっております。

次のページ。

町たばこ税につきましては、２,１３７万１,２９５円ということで、前年度から見ると

８２万８,５１７円ほど減額となっております。

それから、地方譲与税、自動車重量譲与税、地方揮発油譲与税、これは記載のとおり。

それから、利子割交付金、これは５１万円です。

それから、配当割交付金が７２万８,０００円。

株式等譲渡所得割交付金は７３万９,０００円。

地方消費税交付金については５,０１９万１,０００円です。先ほど説明した社会保障財

源化分が２,０２９万５,０００円、その他の地方消費税交付金が２,９８９万６,０００円

の内訳となっております。

自動車取得税交付金１,８４８万円。

地方特例交付金は３１万５,０００円で、住宅ローンの関係。

それから、地方交付税です。

１４ページです。

１５ページで、２２億７,３１６万６,０００円です。３月末現在の人口２,３９２人で

割り返しますと、１人当たり９５万３２０円ということで、２８年度から見ると、町民１

人当たり４万１,３７９円の減額となっております。
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それから、交通安全対策特別交付金については、基準額に満たないということで未交

付。

分担金及び負担金、１項分担金の総務費分担金３６４万４,６４９円は、移動通信用鉄

塔の整備に係る分担金。

それから、農林水産業費分担金、ここで、当初予算と補正予算を合わせた３,７０３万

９,０００円がございます。繰越明許費で２,９１２万２,０００円。まず、補正予算の１,

２９０万２,０００円は、繰越明許費の１,４３７万５,０００円から、事業費確定分１４

７万２,２８２円を引いた１,２９０万２,７１８円がこの額になっているということ。そ

れから、当初予算の２,４１３万７,０００円は、実収入が２,４３７万１,１１３円であり

ます。繰越明許費の２,９１２万２,０００円は、実収入が２,８８６万円となっておりま

す。この分担金ですが、５,３２３万１,１１３円、これは繰越明許費分で２,８８６万

円、現年度分で２,４３７万１,１１３円であります。これは７法人と個人１３戸の分担金

であります。

それから、負担金の老人福祉費負担金は、町外養護老人ホーム入所者６名分。

それから、使用料及び手数料の使用料、総務使用料の行政財産使用料は、天文台、交流

センター、町有地、庁舎など１１施設の行政財産使用料、土地建物の使用料でございま

す。

それから、次のページ。

福祉館等使用料２万７,３００円は、若葉の集会所、目的外使用で、葬儀が１件ござい

ました。その使用料。

タウンホール使用料１０万６,６００円であります。

それから、ふるさと交流センター使用料１,５９６万８,０００円、これは資料ナンバー

１７－１、２に、管理費内訳、利用状況がございます。２９年度は４,３７３人の利用で

ありました。前年度から見ると４９人の減となってございます。

銀河の森宇宙地球科学館等使用料、資料ナンバー１８に天文台の利用状況、ナンバー１

９の資料にコテージの利用状況がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。天文台、コテージを合わせた収入済額が１,８３６万８,５５０円であります。まず、

天文台は、利用者が８,０９１人ということで、２８年度から見ると４６人の増、コテー

ジにつきましては２８年度から下回っておりまして、７９９棟、２８年度から見るとマイ

ナス１１０棟の利用減でございます。稼働率は３１.３％となってございます。

それから、民生使用料の老人福祉使用料１０５万５,０００円は、火災がありました福

寿荘の関係でございます。まず、４月から１１月まではみどりハイツを利用していただき

ました。１２月からは福寿荘に入っていただいて、その収入済額が１０５万５,０００

円。

児童福祉使用料は３０８万３,０００円で、保育所の使用料であります。ことしの３月

２６日、卒園式がございましたが、そのときの園児数が、２歳児で１９名、３歳児で７



― 14 ―

名、４歳児で１６名、５歳児で２２名の計６４名でございます。

福祉住宅使用料６７万９,５００円はからまつハウスの入居者分。

それから、衛生使用料の保健衛生使用料２２７万３,９９０円は、公衆浴場の使用料で

あります。利用者が８,６６８人ということで、前年度から見ると２,１６９人の減となっ

ております。大きな要因とすれば、高速道路工事関係者の入浴の減が考えられます。

それから、水道使用料４５０万８,３４２円、これは小利別地区の専用水道料でござい

ます。４６件で、前年度から見ると１０件の増となってございます。

それから、農林水産使用料の１節は加工センターの使用料１３万円。それから、２節の

営農用水使用料５０７万１,９６８円は、まず上陸別地区の営農用水使用料が２８０万９,

０２２円、４３８件でございます。前年度から見るとマイナス１件。トラリ地区営農用水

使用料が２２６万２,９４６円、２５２件です。前年度から見ると６件マイナス。

それから、商工使用料、公園使用料は、オフロードコースを含むイベント広場の使用

料。

それから、土木使用料の道路橋りょう使用料２４１万７,２５６円は、道路占用料であ

ります。１７件で、前年度から見ると４件マイナス。

１９ページです。

河川使用料６万９,９５１円ですが、２５件で、前年度から見ると２件の増。

住宅使用料６,７１８万７,６００円、これは町営住宅の使用料ですとか、改良貸付住宅

使用料、特公賃住宅の使用料がここでございます。

教育使用料、社会教育使用料３万８,９８３円は、公民館使用料と公民館の陶芸室使用

料。

それから、資料館使用料１２万円、関資料館の使用料、入館料でございまして、有料分

が４００人で、前年度から見るとマイナス５５人でございます。

学童保育所使用料１４５万円は、ことしの３月末現在で２５人が在席しておりまして、

前年度から見ると３人の増となります。

手数料関係です。

まず、総務手数料１７６万７,８００円は、住民基本台帳の発行手数料ですとか、戸籍

の手数料、それらが主な内容。

それから、衛生手数料５７７万１,２２０円は、まず、ごみ袋の処理手数料、これが一

番大きいです。あとは犬の登録手数料ですとか狂犬病の予防注射の手数料が主な内容。

それから、水道手数料８,０００円は、新設工事審査手数料で１件分です。

それから、農林水産手数料、営農用水手数料８,０００円、これも新設工事手数料１件

分です。

○議長（宮川 寛君） １１時１０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時５３分

再開 午前１１時０８分
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○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） １９ページ、国庫支出金１項国庫負担金からになります。

２１ページになります。

社会福祉費負担金ですが、この中には介護保険の低所得者保険料軽減分、それから、国

保税の保険者支援分などが入ってございまして、それぞれ低所得者の保険料軽減分は介護

保険会計への繰出金の財源、保険者支援分については国保会計への繰出金の財源となりま

す。

それから、２節児童福祉費負担金３,３０９万４,０５２円は、児童手当分が大きい金額

でして、１,６２６万６,３３３円、それから、保育所運営費に当たります子どものための

教育・保育給付費負担金１,６７３万４,１７９円が主な内容です。

それから、２項国庫補助金で、繰越明許費、２０ページですけれども、２,３１２万５,

０００円ございますが、これは実収入は２,２６９万円であります。

それから、その下の総務費補助金１９万８,０００円、繰越明許費がございますが、こ

れは実収入が９万９,０００円ということで、先ほど資料の中で説明した金額でございま

す。

それから、ちょっと飛ばしまして、土木費補助金で住宅費補助金７,７８５万９,０００

円は、公住新町団地１棟３戸の建設の補助金でございます。

それから、その上の道路橋りょう費補助金５,０４９万１,０００円の中には、雪寒機

械、ダンプ、１０トン車の補助金、それから、橋梁長寿命化の補助金が５,０４９万１,０

００円の中に入ってございます。

それから、４目の教育費補助金、繰越明許費１,８７７万１,０００円ですが、実収入が

１,８４８万７,０００円。内容は、１節が教育総務費補助金１,８６３万７,０００円です

が、この中に教員住宅建設事業の補助金１,８４８万７,０００円が入ってございます。

それから、５目災害復旧費補助金４,１５６万円の繰越明許費、これは町道陸別薫別線

の復旧費でございますが、実収入額が４１０万４,０００円でございます。

次のページになります。

道支出金、１４款です。１項道負担金の民生費負担金ですが、社会福祉費負担金６,３

３９万８,０７２円、先ほど国庫支出金でも負担金の説明をしましたが、介護保険の低所

得者の保険料軽減分、それから、国保会計への繰出金となります保険者支援分、それから

保険料軽減分、ここの社会福祉費負担金は、大体おおよそ４分の１の負担率でございま

す。低所得者の負担率も４分の１で１４万８,４７０円、これは介護保険の会計への繰出

金、それから、先ほど言いました国保税、保険者の支援分４分の１分が１９６万７,９１

３円、それから保険料軽減分、これは４分の３ですが、９５６万６,９０６円、これは国

保会計への繰出金となります。それからもう一つ、後期高齢者医療保険基盤安定負担金

１,０３９万８,５１５円もこの中にございます。４分の３分ですが、これは後期高齢者医
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療特別会計への繰出金となります。それから、その下の児童福祉費負担金１,２１４万３,

７４５円、これは児童手当分が３７２万５,８３３円。それから、子どものための教育・

保育給付費負担金８３６万７,０８９円が主な内容でございます。

それから、２項道補助金の繰越明許費２億５,３８３万７,０００円ですが、実収入額

は、先ほど説明しましたけれども、２億１,９１０万１,５００円となります。

２３ページの総務管理費補助金が２,６３６万７,０００円ございますが、この中には、

地域づくり総合交付金として４５０万円ございます。それから、もう一つ、移動通信用鉄

塔整備事業の補助金、上陸別地区の鉄塔ですが、２,１８６万７,０００円がこの中に入っ

てございます。

次のページになります。

４目農林水産業費補助金、繰越明許費で２億５,３８３万７,０００円がございますが、

実収入額は、先ほど資料で説明しました２億１,９１０万１,５００円でございます。

それから、３項委託金関係は権限移譲などが主な内容でございますので、割愛します。

１５款財産収入１項財産運用収入、財産貸付収入、土地建物貸付収入、これは普通財産

の土地建物の貸付収入でございます。一番大きいものとしては、ルナコート１,４４０万

円、それから、貸付住宅４７２万９,６００円、それから、移住産業研修センター貸付収

入が２１４万６００円、それから、教員住宅の貸付収入３４８万７,６００円が主な内容

でございます。

それから、その下の通信設備貸付収入、これは光ファィバー網の貸付収入でございまし

て、当初予算では平均で５１２件分を見ておりましたけれども、平均で５１６件というこ

とで、当初予算から見ると４件の増となってございます。

それから、機械器具等貸付収入、これはコントラクターへの農業機械の貸付収入でござ

いますが、２３年度貸し付け分が１５０万１,５００円、２４年度貸し付け分が１０万

円、２５年度貸し付け分が９４万５,０００円の内訳でございます。

それから、利子及び配当金３３０万３,３７８円は、基金利子が３２８万５,０７８円、

株式配当金が１万８,３００円の内訳でございます。

次、２項財産売払収入の１目不動産売払収入１節土地売払収入２１４万５,０７８円

は、国土交通省より高規格道路の用地、土地１万７,４３４.０６平米、立木で１,８９５

本、２１４万２,４８２円、もう一つは、北海道に２,５９６円、清水川の災害復旧工事用

の土地、宇遠別ですが、７７.６５平米の土地売払収入でございます。

それから、物品売払収入の１節生産物売払収入は、町有林の立木の売り払い、素材売り

払いが内容です。その下、不用物品売払収入は、昭和６３年に購入したパワーショベルの

売り払い８１万円でございます。

それから、１６款寄附金の指定寄附金９８０万４,５８４円ですが、この内訳として

は、まず、指定寄附金が１５件で６６８万４,５８４円、ふるさと納税分の寄附２２１

件、３１２万円でございます。
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総務費寄附金８３５万３,９００円ですが、まず、ふるさと整備資金では、指定寄附１

１件、６２３万３,９００円、それから、ふるさと納税分で１１５件の１６８万円です。

それから、ふるさと銀河線の跡地活用の寄附金が、ふるさと納税分の２１件で２５万

円。

町有林整備で、ふるさと納税分で１７件の１９万円、

教育費寄附金７５万６８４円ですが、まず、教育振興資金で指定寄附１件、３３万６８

４円。それから、給食センター管理運営資金として、ふるさと納税分で２０件、３０万

円。それから、スポーツ振興資金として１２万円ですが、まず、指定寄附が１件、２万

円、それから、ふるさと納税分の寄附が６件の１０万円です。

それから、民生費寄附金４６万円は、地域福祉基金でして、指定寄附で２件、１０万

円、ふるさと納税の寄附金が２２件、３６万円です。

それから、農林水産業費寄附金２４万円は、ふるさと納税分の寄附２０件、２４万円と

なってございます。

それから、１７款繰入金ですが、ナンバー１２に年度別の増減一覧がありますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、基金の関係は、財政調整基金が１億３,４６４万４,０００円の取り崩し、こ

れは歳入不足分に充当する財源であります。

それから、ふるさと整備基金の繰入金が１,２１０万円。それから、いきいき産業支援

基金が１億１,２００万円です。繰越明許で８２０万円ございますが、実収入も８２０万

円。それから、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金も１,６６０万円ございます。それか

ら、町有林整備基金で１,２４０万円、地域福祉基金で３,７３０万円、公共施設等維持管

理基金で５,１６０万円で、２１施設の維持管理に基金を充当しております。

学校給食センター管理運営基金では２,０００万円、スポーツ振興基金では３７万７,０

００円の取り崩しとなってございます。

１８款繰越金、繰越明許費で２,７９５万１,６００円ございます。これは実収入でござ

います。

それから、次のページへいきます。

１９款諸収入であります。まず、延滞金２２万３,８１７円、これは町税の延滞金でし

て、町民税９件、６万４,０９２円、固定資産税１０件、１４万９２５円。この中には、

税滞納整理機構から１件、１万９,０００円も入ってございます。法人税６件、１万８,８

００円、計２５件の２２万３,８１７円。

それから、預金利子は２万３２０円。

それから、貸付金元利収入、まず、家畜導入貸付金収入、これは資料ナンバー２６をつ

けておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。５,６８５万６,０００円

で、まず、約定償還分、牛２８２頭、３,４６６万８,０００円、繰上償還分、牛７５頭、

２,２１８万８,０００円でございます。
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それから、貸付金元利収入８,０００万３,５００円は、信用保証協会の貸付金８,００

０万円が大きな内容でございます。

それから、奨学資金貸付金収入５０万４,０００円は、高校生３人、１４万８,０００

円、大学等５件、３５万６,０００円であります。

次のページ。

受託事業収入で、農業費受託事業収入１１２万４,７１２円は、道営事業の関係で、事

務費になります。トマム地区、第２上陸別地区など、事務費相当分。

それから、土木費受託事業収入２２万２,７８７円は、道道の除雪作業に係る委託金で

ございます。

雑入になります。まず、１節の介護予防支援報酬、これは介護予防サービス計画の審査

分で、町居宅介護支援事業所分５６件、それから、国保連１４１件分でございます。それ

から、居宅介護支援報酬６４７万４,８００円は、居宅介護サービス計画費、国保連から

４９１件分。高齢者福祉施設負担金２１０万１,７０４円は、福寿荘の入居者の実費負担

金。

学校給食費等は１,１７６万４,９５０円。小学生、中学生、保育所、職員等の負担金で

ございます。

それから、雑入で１億３,３４１万１,８２４円。大きいものとしては、介護給付費負担

金の精算に伴う返還金、それから、加工センターの販売代金収入２３７万５２０円、それ

から、建物災害共済金１億６９万円、これは福寿荘の火災に係る保険金であります。これ

らが大きな内容でございます。

次のページにいきます。

２０款町債であります。資料ナンバー１３に起債残高などの推移がございますので、後

ほどごらんをいただきたいと思います。

町債の中で、３６ページですが、繰越明許費が２,４２０万円ございますが、実収入は

２,２７０万円であります。

町債４億４,６７９万７,０００円ですが、内訳としては、過疎債が３億８３０万円、緊

急防災対策債が３,６００万円、一般単独債、防災対策ですが、５４０万円、それから、

災害対策債が１００万円、臨時財政対策債が９,６０９万７,０００円の内訳となってござ

います。

総務債、衛生債、農林水産業債とございます。

まず、総務債では１億１,５８０万円ですが、過疎ソフトの過疎地域自立促進特別対策

事業７,１３０万円もこの中にございます。この過疎ソフト充当一覧については、資料ナ

ンバー１４につけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

消防債８８０万円、これは小利別１号車の購入に伴う起債の借り入れ。

それから、民生債は８,０２０万円ですが、福寿荘の整備で７,０２０万円がこの中に

入ってございます。
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次のページ。

臨時財政対策債が９,６０９万７,０００円。

教育債、繰越明許費で２,３２０万円、実収入は２,１７０万円でございます。これは教

員住宅の建設事業の起債であります。

それから、災害復旧債、繰越明許費１００万円は実収入も１００万円。これは町道陸別

薫別線の災害復旧事業です。

歳入合計が、当初予算では４５億５,９２２万６,０００円、補正予算で１億２,８７９

万２,０００円、繰越明許費で３億７,１５３万５,６００円ですが、これの実収入は３億

３,４６０万３,１００円となります。予算現額としては５０億５,９５５万３,６００円、

調定額が５０億３７９万５,３０７円、収入済額が５０億１５６万１,０９８円、不納欠損

が８万１７８円、収入未済額が２１５万４,０３１円で、一般会計歳入の決算を終えてご

ざいます。

次、歳出に移ります。

４０ページです。

歳出については、大まかなものについて、ポイントだけ説明したいと思いますが、ま

ず、説明資料ナンバー１５－１、２で人件費の比較表をつけております。

それから、予算現額の中の繰越明許費については資料ナンバー７をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、４１ページの翌年度繰越額の繰越明許費、これは資料ナンバー８をつけてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款議会費については、議会の運営活動費、議員の報酬、あるいは職員の人件費などが

主な内容でございます。

ちなみに、４１ページで、先ほど説明しました繰越明許費がございますが、これは予算

には含んでおりますけれども、支出済額には含んでございません。つまりこちらのほうの

繰越明許費は３０年度への繰越明許費となります。４０ページの予算現額のほうは、２８

年度からの繰越明許費と、そのようになりますので、御了承いただきたいと思います。

それから、２款総務費です。まず一般管理費ですが、これは昨年も説明させていただき

ましたけれども、総務課、総務担当の職員人件費、職員福利厚生費、職員の研修費などが

主な内容。それから、企画財政室の電算システム管理事業、庁用の消耗品などを、備品を

含みますけれども、一般管理費で計上しております。それから、町民課の戸籍住民担当の

マイナンバーに係る管理事業に係る経費もこの中に入ってございます。

まず、４１ページ。

職員手当で１１８万９,６３０円の不用額がございます。これは時間外勤務手当９３万

６,１７９円が主な内容でございます。あわせて、勤勉手当２５万７４５円の不用額が主

な内容でございます。

４２ページに主要事業を載せております。
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職員研修関係では１３名分、電算システムの情報システム協議会の負担金２,４１０万

１,８２７円、これは１９節になります。

それから、社会保障税番号制度管理事業、これはマイナンバーの関係ですが、システム

改修から、下から２行目の個人番号カード等発行委任費用、繰越分を含むということで、

これら合わせますと５７９万５,４８０円でございます。先ほど説明した個人番号カード

等発行委任費用、繰越分を含むというのは、ここで繰越明許分で９万９,０００円がこの

中に入ってございます。

旅費で９８万１,９８７円の不用額がございますが、普通旅費で９３万６,１５７円、特

別旅費で４万５,８３０円の不用額が主な内容でございます。

１９節で不用額が６５万３,１７４円ございます。まず、これはマイナンバー制度の関

係の負担金が４８万７,５２０円、それから、公会計導入支援負担金８万８,７７３円が主

な不用額の内容でございます。

それから、２目文書広報費、これは、まず総務課の総務担当の郵便料、宅配料などを計

上しております。

それから、町民課の広報広聴統計担当、町広報誌の発行、それから町のホームページの

管理、防災行政無線の管理、愛の鐘ですけれども、それらの維持管理関係の予算を計上し

てございます。

主要事業の中で、防災行政無線機器更新工事、役場、恩根内、栄町でございますが、役

場についてはデジタル無線の設備、恩根内は簡易中継局、栄町は屋外子局を設置してござ

います。工事請負費で３,６０７万２,０００円となってございます。

次のページにいきます。

３目財政管理費は予算書の印刷、４目会計管理費は決算書の印刷が主な内容です。

それから、５目財産管理費になります。財産管理費、決算額３億２,９７１万７,６５７

円の内訳でございますが、まず、総務課の各担当の合計が２億７,３５３万３,８５２円で

す。各基金の管理ですとか、庁舎の維持管理、福祉館の維持管理、管財防災担当のバスを

含む公用車の維持管理、それから、車両庫、りくべつ鉄道事業、コミュニティバスの運行

経費などが先ほどの２億７,３５３万３,８５０円の中に含まれています。

それから、町民課が５,１４２万６,９８９円、これは税務担当の地籍図の修正、あるい

は広報広聴統計担当の光ケーブル、地上デジタルテレビ中継局、移動通信用鉄塔などの維

持管理費、それから、教育委員会のタウンホール維持管理費、これが４７５万６,８１６

円。合わせて３億２,９７１万７,６５７円の決算となっております。

主要事業の中で、コミュニティバス６４７万６,７６０円ですが、これは委託料です。

２８年１１月１日から試験運行を開始しておりまして、延べ１,７６３人の利用がござい

ました。

それから、光ケーブル通信管理１,４０３万３,８９３円、それから、その下の移動通信

用鉄塔、上陸別地区３,２８７万３,２４６円です。その上の光ケーブル通信管理の内訳と
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しては、需用費で５万５,０３６円、委託料で９３１万６,３５４円、使用料及び賃借料で

４４６万２,５０３円、負担金補助及び交付金で２０万円、これは補助金であります。１,

４０３万３,８９３円となります。

１１節の不用額７５万８,９３５円は、庁舎、公用車、地デジ、光ケーブルなどの修繕

料が４０万７,６７３円、それから、公用車の燃料費２０万１,８４３円の不用額、これが

主な内容でございます。

それから、委託料で２１１万４３５円の不用額ですが、これは光ケーブル設備維持管理

の不用額２０２万９,４４６円が主な内容でございます。

次のページ。

積立金２億７５４万５,３００円、これは基金の積立金ですが、資料ナンバー１２に基

金の一覧がございます。後ほどごらんをいただきたいと思います。基金の一般会計分です

が、３月３１日現在の人口２,３９２人で割り返しますと、町民１人当たりでは２２２万

５,１３６円の、家庭でいえば貯金ということになります。

６目町有林野管理事業、資料ナンバー１６に町有林の事業収支一覧をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。２８年から発生しているヤツバキクイムシ

の町有林被害が大きいわけですが、（４）の被害地造林事業、害虫害ということで、特殊

地拵ウリキオナイ１.１１ヘクタール、それから、準備地拵ウリキオナイ他１.８５ヘク

タールの対策を講じてきております。

それから、一番下の町有林拡大事業ということで、土地購入代金、５６万５,２２４平

米を購入して、拡大をしております。２９年度末では８３万５,４４４ヘクタールまで拡

大をしたということになります。

それから、企画費でございます。

まず、まちづくり推進事業としては、空き家解体で１３件、１３戸の解体。

それから、まちづくり補助金１件で、特産品の製造。

それから、ふるさと納税促進ですが、委託料で１８０万４,９４９円。内訳としては、

需用費で１万８,４８９円、役務費で７万５,５６４円、委託料で１７１万８９６円の内訳

でございます。

なお、先ほど歳入で説明しましたけれども、ふるさと納税の寄附金２２１件で３１２万

円です。歳入歳出でいくと、１３１万５,０５１円のプラス、歳入の増となっておりま

す。あわせて、町民の方で他自治体にふるさと納税をしている方が６件ほどあるそうで

す。それによって、町民税としては、約ですけれども、１１万４,２００円ほどの減額と

なっていると。それを差し引いても、ふるさと納税分でいくと１２０万８５１円の収入増

と、そういうことになってございます。

それから、地域交通利用促進事業でございます。まず、地域交通推進会議交付金３０９

万５,９６０円は、バスの利用促進の助成事業でありまして、２７年度から、お一人運賃

３分の２の助成をしまして、年々利用者がふえてきております。２９年度においては、件
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数としては１,９０６件、利用人員としては延べで２,２０８人となってございます。２８

年度と比較しますと、まず、件数でいけば２１５件の増、それから、延べ人員でいきます

と１１８人の増となってございます。

それから、その下の生活交通確保対策事業、十勝バス、北見バス、８９１万５,０００

円ですが、これは赤字補填分でございますが、十勝バスが５１２万７,０００円、北見バ

スが３７８万８,０００円で、これは８割が特別交付税措置されることになってございま

す。

それから、通学定期差額補助事業７５９万９,５９０円、これは高校生の定期の差額補

助でございまして、足寄高校が１６名、本別高校が８名、北見市内が１２名、訓子府高校

１名、置戸高校１名、合わせて３８名の方に助成をしております。

それから、資料でも説明しました利用促進広告、ふるさと銀河線りくべつ鉄道ラッピン

グバスということで１０４万２,８２６円となってございます。

次、４９ページをお開きください。

まず、主要事業の中で、ポイント的に、まず、上から３つ目の定住促進対策、定住促進

住宅使用料１００万６５６円は、森林管理署の旭町のアパートでございまして、４世帯が

入居してございます。

それから、移住産業研修センター管理２７５万５,８１６円、これは単身用で、ことし

の３月末で６名の方が入居していると。

それから、新農林業人材発掘プログラム事業、これは昨年の９月３日から８日まで実施

しまして、都内の大学生９人が酪農、林業を体験されております。

それから、その下の移住定住促進住宅建設等補助、住宅新築４件、住宅改修１５件、こ

れは２９年度からスタートしておりますが、１,３６０万３,１２０円の執行となっており

ます。

それから、地方創生推進交付金事業、これは資料ナンバー６で説明させていただきまし

た、３町の連携事業３３５万７,４９３円、それと、とかち連携事業で１０万円でござい

ます。

それから、下から４行目の民間活用住宅建設事業、繰越明許費ですが、単身用住宅１棟

６戸が１,３８０万円、１棟４戸が９２０万円、単身者が１０戸になります。これが２,３

００万円。そして、一つ飛んで太陽光発電設置事業、繰越明許費の５０万円がございます

ので、繰越明許費は合計２,３５０万円。単年度分、２９年度、太陽光でもう１件ござい

ますので、２件で１００万円となります。

４９ページになります。

旅費で３１万９,９３０円の不用額が出ておりますが、地域活性化事業で１７万４,００

０円、ふるさと会で３万円、まちづくり関係で３万１,０００円が主な内容。

需用費５４万５,６２７円の不用額は、移住産業研修センターの燃料費などが３３万５,

５１６円、それから、ちょっと暮らし住宅の燃料費９万７,４０１円が主な内容でござい
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ます。

それから、役務費１５９万２,９４２円の中に十勝バスのラッピング、ふるさと銀河線

模様の１０４万２,８２６円を含んでございます。

それから、委託料３１万２,２４９円の不用額は、ふるさと納税事務関係で２７万１０

４円が主な内容です。

１９節負担金補助及び交付金で５０万円の繰越明許費、これは太陽光の助成１件分。

それから、不用額１４４万２,５５７円は、通学定期差額補助分で３６万１,４１０円、

地域交通利用促進事業で４０万４,０４０円、移住定住促進住宅建設等補助分が３９万６,

８８０円、サマーｉｎ事業で１９万５,６５５円が主な内容でございます。

それから、公平委員会費、交通安全対策費、諸費につきましては、例年どおりの執行状

況でありまして、５１ページ、１９節で２６３万６,９３１円を執行しておりますが、こ

の中には自治会活動等の促進交付金２５３万８,９３１円を含んでございます。

それから、交流センター管理費、資料ナンバー１７－１、２に管理費の内訳、利用状況

をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思います。２９年度の利用者数は４,

３７３人ということで、前年度から見ると４９人の減となってございます。

それから、需用費で２３万５,２９８円の不用額は、大きいものとしては光熱水費で１

７万８,５４４円が主な内容でございます。

それから、委託料で６３万９,３１１円の不用額は、宿泊部門の委託料５９万４,８８０

円が主な内容でございます。

それから、１２目の銀河の森管理費、資料ナンバー１８に天文台の実績関係、資料ナン

バー１９にコテージの利用状況をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。決算額、５１ページで、６,７８４万８８２円ですが、内訳としては、天文台関係で

４,４４３万９,７７２円、コテージ関係で１,７９３万３,１５２円、銀河の森で２２９万

３,９２０円、銀河の森専用水道で３１７万４,０３８円の内訳となってございます。

主要事業、５０ページで、まず、機械計装管理事業は、専用水道関係の事業執行でござ

います。施設等管理として、天文台管理、収入として８３８万１,６２６円でございます

が、これは入館料が２３８万５,０５０円、設備等使用料が３０万１,０００円、天文台使

用料５６９万５,５７６円の内訳でございます。入館者ですが、８,０９１人ということ

で、前年度から見ると４６人の増でございます。入館料、今言いました２３８万５,０５

０円ですが、２８年度から見ると７万３００円ほどの増。

コテージ村の管理１,５８３万９８２円ですが、これはコテージの使用料が１,５６８万

２,５００円、土地使用料が１万３２９円、土地貸付料が３万４,５００円、コテージ村の

電気料が１０万３,６５３円の内訳となっております。稼働数が７９９棟で、２８年度の

９０９棟から見ると１１０棟マイナス、稼働率も３１.３％ですが、２８年度から見ると

４.３ポイントの減となってございます。

５２ページ、５３ページですが、まず、委託料で９９万４,１２３円の不用額、これは
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コテージ村の管理で４５万７,６１９円、専用水道の管路等修繕で４８万６,０００円が主

な不用額の内容でございます。

それから、１３目地域活性化推進費、使用料ナンバー２０にチャレンジプロ事業の一覧

をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

地域活性化推進事業、主要事業ですが、まず、ミネラルウォーター開発事業で３万本製

造しております。２２６万９５７円。この配布先、配布本数でございます。販売では、２

８年度製造分が３,９６０本、２９年度製造分で３,５５６本で、７,５１６本の販売をし

ております。販売収入で５２万６,１２０円。あとは陸別町のＰＲ、あるいはイベントな

どで１万５,１６４本を無償で配布、提供してございます。

地域おこし協力隊です。４名おりまして、新事業支援推進事業分が２２４万５,０１１

円、商工観光推進事業１９３万８,５６１円。この新規事業と商工観光事業は、昨年の１

１月１日からの就任でございます。

酪農支援推進事業は３０３万１３０円、産業振興推進事業６１３万４,２９２円で、あ

とは、ここに記載はございませんが、地域ブランド開発推進事業ということで、賃金です

が、５５万４,０００円ほどございます。これを合わせたものが合計で２,３０６万８,１

４２円ということで、資料ナンバー２０には出てございませんが、活性化事業としては

２,３０６万８,１４２円となってございます。

賃金で２７万５,５１０円の不用額、これは新事業支援推進員で５万３,８９１円、商工

観光推進員で４万１４５円、地域ブランド開発推進員で１４万６,０００円が主な不用額

の内容でございます。

５４ページ。

１５目開町１００年記念事業費１５万５,５２０円ですが、ここに記載のとおり、２カ

所分の懸垂幕をつくりまして、道の駅と庁舎前に開町１００年ということで掲示しており

ます。それが１５万５,５２０円でございます。

それから、２項徴税費、税務総務費については、職員人件費と、大体例年どおりの執行

であります。

それから、次のページ、５７ページ。

償還金利子及び割引料４９万６,３００円ですが、これは町民税などの還付金で４９万

３,０００円です。内訳としては、まず、町民税で６件、１１万９,６００円、固定資産税

で８件、１０万１,４００円、法人町民税で３件、２７万２,０００円、合わせて１７件の

４９万３,０００円、それから、還付加算金が法人で３件、３,３００円ほどございます。

不用額で１０５万３,７００円ございます。町民税等還付金で１００万７,０００円、還

付加算金で４万６,０００円が主な内容でございます。

賦課徴収費については例年どおりの執行でございますが、税滞納整理機構の負担金が２

０万６,６１７円、町税４９件、６９万２,１６２円を引き継ぎまして、２６件、４０万

７,４１５円を収納しております。うち町民税では２２件、４５万５１７円、それから、
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固定資産税２１件、１９万４,５４５円、軽自動車税６件で４万７,０００円、合わせて６

９万２,１６２円を引き継ぎまして、まず、町民税で１３件、２６万４,１７０円、それか

ら、固定資産税で１２件、１３万６,０４５円、軽自動車税で１件、７,２００円、合計で

２６件、４０万７,４１５円の収納となってございます。ただ、この７,２００円は、資料

にもつけておりますけれども、陸別町に入ってきたのは３０年度で、決算上では出てきま

せんが、この１件も税滞納整理機構から収入で入ってきていると、そういう内容でござい

ます。

３項戸籍住民基本台帳費、これも例年どおりの執行ですが、１９節の中に、ここに記載

の戸籍総合システム使用料、保守料３７５万８,４００円を含んでございます。

４項選挙費、選挙管理委員会費、選挙啓発費は例年どおりの執行。

衆議院議員選挙費、昨年の１０月２１日に執行した衆議院議員選挙費でありまして、３

２９万７,７００円、歳入歳出同額で執行をしております。

それから、次のページ。

５項統計調査費、これも例年どおりですし、６項監査委員費、これも例年どおりの執行

です。

○議長（宮川 寛君） きりのいいところで、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時５４分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、６０ページ。

３款民生費です。

１項社会福祉費、資料ナンバー２１－１に民生費事業執行状況を添付しております。後

ほどごらんをいただきたいと思います。１目社会福祉総務費３億９,３３３万９,７２３円

の内訳ですが、まず、総務課の総務担当のほうで、職員人件費で５,９９９万１,４９８

円。企画財政室で、国保会計への繰出金、介護保険会計への繰出金、総務担当と合わせる

と１億４,５７２万３,０８９円、です。それから、町民課の国保衛生担当で、子ども医療

費、障がい、ひとり親家庭等の医療費助成が１,５５７万２,５１５円。保健福祉センター

の福祉担当で２億３,０５２万８,５３７円。介護保険担当で１５１万５,５８２円の内訳

となっております。

次のページになります。６２ページ。

主要事業は後ほどごらんをいただきたいと思いますが、中段ほどに福祉施設等整備事

業、みどりの園施設整備、補助金ということで１,０００万円、これはみどりの園の機能

回復訓練棟建設に係る補助金でございます。

それから、下から３行目の交通費助成、助成券交付者、高齢者６０４名で、前年度から

見ると３５人の増、障がい者１１８名で、前年度から見ると９名の減となっております。
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それから、火災見舞金、町民災害見舞金、１世帯ですが、５万円。これは昨年の１２月

１１日に共栄第一で火災がありました。それの見舞金の５万円でございます。

それから、６３ページで、２０節扶助費１億７,７５２万６,６５３円の執行ですが、不

用額で６９１万３４７円ございます。内容としては、医療費扶助費が３９４万７,６４７

円、障害者訓練等給付費が１８４万８,０５０円、障害者介護給付費が６０万４,９６５

円、地域生活支援費で３０万８,１３３円の不用額です。

それから、繰出金８,５７３万１,５９１円ですが、国保会計への繰出金４,１２１万２,

５９１円、介護保険会計への繰出金が４,４５１万９,０００円です。不用額２,５４９万

６,４０９円は国保会計の分になります。なお、国保会計の繰出金の内訳としては、保険

基盤安定分が２,０６２万７,５３０円、その他分、財政対策分など含めて２,０５８万５,

０６１円の内訳でございます。

２目老人福祉費、資料ナンバー２１－２をつけております。後ほどごらんをいただきた

いと思います。敬老祝い金ですが、喜寿２９名、前年度から見ると６名の減、米寿２７

名、前年度から見ると１７名の増、長寿はございません。合計５６名で１１０万円。

次のページになります。

主要事業の中で、まず、デイサービスセンター運営費１,６０９万７９７円ですが、デ

イサービスの利用者延べ人数ですが、要支援１が３１９名、前年度よりマイナス１５名、

要支援２が３１１名で、前年度から見ると３９４名の減、要介護１、１,３６６名、５１

５名の増、要介護２が５２４名、１１２名の減、要介護３、３８１名、４５名の減、要介

護４、２名、２名の増、要介護５はゼロ、前年度より３４名の減です。合わせて２,９０

３名ということで、１４３名の減となってございます。それから、高齢者共同生活支援施

設整備事業、福寿荘ということで、１億６,７８３万２,０００円の事業費、これは工事請

負費です。１２月１日から入居を開始しております。備品関係がその下にあります７１４

万６７円でございます。

需用費で１４１万３３３円の不用額が生じておりますが、ふれあいの郷で２３万８,７

３４円、福寿荘で９５万８,８２９円、高齢者交流センターで４万２,９９０円、老人健康

増進センターで４万４,８３７円が主な内訳です。

１９節で５２万１,３０６円の不用額、これはデイサービスセンターの運営費分で４７

万５,２０３円が主な内容です。

それから、３目後期高齢者医療費ですが、１９節負担金補助及び交付金３,６５２万８,

０２２円、これは老人福祉費の１９節から科目がえをしてこちらのほうにしております。

それから、繰出金１,６８７万６７８円は後期高齢者医療特別会計への繰出金です。

それから、２項児童福祉費、児童福祉総務費で、まず、出産祝い金、６４ページです

が、トータル１４名になっておりますが、昨年から見ると４名の増でございます。報償費

の不用額３０万円は出産祝金の残でございます。

次のページ。
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児童福祉施設費は、資料ナンバー２２をつけておりますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

保育所、先ほど歳入でも説明しましたが、３月２６日、卒園式現在では、２歳児が１９

人、３歳児が７人、４歳児が１６人、５歳児が２２人の６４名となっております。

それから、需用費で４１万４,８７０円の不用額ですが、これは燃料費で１３万２,６５

８円、食糧費で２６万６,２２４円が主な内容でございます。

それから、６９ページ。

１９節で２００万７,０００円、この中には給食費負担金の１９９万２,０００円を含ん

でございます。

それから、児童措置費は資料ナンバー２３をつけておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

３項国民年金費についても資料ナンバー２４をつけておりますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

４款衛生費になります。７１ページで、１９節負担金補助及び交付金で２１３万６,５

００円、この中には帯広厚生病院の運営費分で１４１万円を含んでございます。

それから、償還金利子及び割引料５万７,９６０円、これは２８年度の精算で、未熟児

療養医療費分、１名分ですが、対象者がいなかったということで、国に返還をしておりま

す。

それから、保健衛生施設費、これは保健センターの関係でございますが、決算額３,３

５５万５,５３２円。この内訳としては、保健センター分で２,８５１万４,３０６円、公

衆浴場分で５０４万１,２３１円の執行となってございます。公衆浴場は合計で８,６６８

人の利用となっております。それで、大人のほうが４,２７０人になってございます。

資料ナンバー２５をつけておりますが、資料ナンバー２５をちょっとお開きいただきた

いと思います。衛生費関係で、一番上の表、公衆浴場・歩行浴施設事業、公衆浴場利用者

８,５２６名となっておりますが、８,６６８名に訂正をお願いいたします。

それでは、決算書にお戻りください。

７１ページで、中段の不用額で３０万４６８円となっておりますが、保健センター分で

２９万１８円、公衆浴場で１万４５０円の不用額で、公衆浴場の分でいけば、役務費で７

７０円、委託料で１万４０円、備品購入で８,６４０円が公衆浴場分の不用額でございま

す。

次のページ。

予防費ですが、７２ページ、各種検診、健康診査、予防接種、資料ナンバー２５をつけ

ておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１３節委託料で、不用額、９９万９,３８０円ですが、各種検診で２６万５,６６０円、

予防接種で７３万３,６００円の不用額が主な内容でございます。

それから、扶助費で４５万４,７４０円の不用額がございますが、特定不妊治療費助成
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で３０万円、妊婦健診交通費助成で８万３,４００円、ロタウィルスワクチン助成２万４,

０００円が主な不用額の内容でございます。

それから、表に戻りまして、各種検診で合計で１,２５５名です。前年度から見ると、

各種検診ではマイナス５１名、健康診査は２５１名で、前年度から見ると１１名の減、予

防接種は９１３名で、前年度から見ると１１４名の減となっております。

それから、環境衛生費は例年どおりの執行でございまして、特に委託料４２万２,８８

３円の不用額は、火葬場業務４１万２,６４０円の不用額が主な内容でございます。

次のページ。

診療所費、繰出金ですが、直診会計に繰り出し、１億４,５５１万７,０００円でありま

す。そのうち、財源としては、普通交付税、特別交付税措置されている６,８９１万２,０

００円がございます。差し引きしますと７,６６０万５,０００円を町単費で上乗せしてい

るということでございます。

それから、２項清掃費であります。主要事業等はここに記載のとおりでありまして、例

年どおりの執行状況となります。

塵芥処理費ですが、池北三町行政事務組合の負担金３,６７９万円ということで、前年

度から見ると２,１０５万円ほどの減額となっております。これは銀河クリーンセンター

建設費償還が終わったということでございます。

それから、３項水道費、これは小利別専用水道の予算でございまして、１目専用水道費

で、下勲祢別、松浦宅まででございますが、２９年度３月末、ことしの３月末で２４戸と

いうことになります。前年度から見ると１戸増となります。

それから、委託料で４７万９,５１７円の不用額、これは管路修繕で２９万１,０００

円、施設保全作業で９万８,９６８円、水質検査で５万５３８円が主な不用額の内容でご

ざいます。

それから、２目水道費、繰出金８,８４１万円は、簡易水道事業特別会計への繰出金で

ございます。

５款労働費、労働諸費については例年どおりの執行でございます。

それから、緊急雇用対策費、これも例年どおりの執行でございますが、緊急雇用対策事

業ということで７４１万１,６７２円、これは林業が２社、建設業が２社、建築業１社、

５社で延べ４４７名の利用ということになります。

それから、雇用再生対策費、地元雇用促進事業であります。補助金で、ここに記載のと

おり、新規で１１名の利用がございました。継続が８名ございますので、２９年度は新規

１１名と合わせて１９名の利用でございます。特に新規雇用１１名は、そのうち町外者が

６名ございます。新規雇用１１名を職業別に申し上げると、農業が８名、そのうち町外者

が５名、福祉関係で２名、建設業は１名で町外者ということになります。

それから、６款農林水産業費１項農業費の１目農業委員会費については例年どおりの執

行状況でございます。
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２目農業総務費につきましては、職員人件費でございます。

８０ページ。

３目農業振興費、賃金から１９節までは例年どおりの執行状況ですが、１９節１７７万

２,４００円の不用額、この内訳としては、農林推進協議会補助金が８８万６,５３５円の

不用額、農業近代化資金利子補給３６万３,９７０円の不用額、新農業人育成事業で４２

万５,０００円の不用額でございます。

８０ページの農業関係、主要事業の中で、特に荒廃農地等利活用促進、これは交付金１

９９万円ですが、これはお二人の対象者でございます。

それから、４目畜産業費、ここに記載のとおりですが、ここで繰越明許費で２億４,７

７８万９,０００円の予算の繰り越しですが、実際は２億１,２９１万１,５００円の執行

であります。したがって、残額３,４８７万７,５００円は、１９節の不用額３,５０９万

６,０３０円の中に含まれてございます。

５行目の畜産酪農収益力強化整備等特別対策事業、これが２億１,２９１万１,５００円

で、歳入と同額でございます。これは１９節、この中、２億２,１９８万６,９７０円の中

に含まれてございます。

それから、優良家畜導入貸付金６,０００万円、これは資料ナンバー２６をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。牛７０頭分の貸し付けでございま

す。

次、飛びまして、８２ページ。

５目農地費になります。ここで繰越明許費が４,２６５万円ございますが、実質的には

４,２６４万９,４７０円、この表の中の農業競争力強化基盤整備事業、陸別地区草地畜産

基盤整備事業、道営草地、現年度分プラス繰り越し分とあります。繰り越し分が４,２６

４万９,４７０円、そして現年度分が４,００８万９,９７５円、この繰り越し分と合わせ

た額８,５７３万９,４４５円が１９節の中に含まれてございます。

１９節では７,６４９万５,０００円が３０年度への繰越明許費と。これは農業競争力強

化基盤整備事業でございます。

それから、６目営農用水管理費２,７５０万８,８７２円。内訳としては、上陸別地区が

４８６万１,３８３円、第２上陸別地区が１,８８４万４,６６０円、トラリ地区が３８０

万２,８２９円の執行となっております。不用額では１８８万１,１２８円ございますが、

これは上陸別地区で１６２万８,６１７円、第２上陸別で１万３４０円、トラリ地区で２

４万２,１７１円の不用額となってございます。

表の中で、第２上陸別地区道営農業農村整備事業１,８７１万１,３８２円は１９節でご

ざいます。

それから、機械計装管理事業、これは１３節委託料でございます。

それから、需用費で４２万４,９３０円の不用額が出ております。まず、上陸別地区で

３７万８,４０９円、トラリ地区で３万７,２９９円が主な内容でございます。
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委託料で１３４万２,５２２円の不用額が出ております。上陸別地区で１１２万８,５２

０円、内訳は、管路修繕で５３万８,０００円、施設保全作業で４８万５,６００円、水質

検査で１０万４,９２０円。トラリ地区で１２万８,３０９円、内訳は、水質検査で７万

７,９６０円、水道メーター取りかえで５万３４９円の不用額が主な内容でございます。

受益者については、上陸別地区でことしの３月末で２９戸、前年度から見るとマイナス

１戸、トラリ地区がことしの３月末で１８戸、前年度から見ると１戸マイナスとなりま

す。

それから、次のページ。

７目公共草地管理費、これは例年どおりの執行状況ですが、この中で、表の中の指定管

理施設修繕等負担金１２０万１２６円とございます。これは畜産センターの雑用水の給水

施設更新に係る負担金ということで、ＪＡのほうにお支払いをしているということであり

ます。

それから、８目農畜産物加工研修センター管理費、これは資料ナンバー２７をつけてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。給料からは例年どおりの執行でご

ざいまして、販売実績ですが、鹿肉ジャーキーが４７０個の販売で１４１万３００円、鹿

肉しぐれが３４４個の販売で１３万７,６００円、低温殺菌牛乳が６,２３５本の販売で８

２万２,６２０円、三つ合わせまして２３７万５２０円の販売収入となっております。ち

なみに、前年度から見ると１０万４,６３０円の販売収入の増でございます。

次のページ。

２項林業費、１目林業振興費であります。未来につなぐ森づくり推進事業、民有林造林

促進事業、森林保護事業については資料ナンバー２８、それから、一つ飛んで森林整備担

い手対策推進事業、林業長期就労促進担い手対策事業、退職金共済制度加入促進事業、こ

の三つについては資料ナンバー２９をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

それで、この表の一番下の弥生地区小規模治山工事、流路工４３.５メートルは工事請

負費でございます。

１９節負担金補助及び交付金で３１６万４,４８１円の不用額、民有林造林促進事業で

１５５万２,０４１円の不用額、森林保護事業で１２４万８,２１３円の不用額、退職金共

済制度加入促進事業で３６万３,１１７円の不用額となってございます。

２目狩猟費については、有害鳥獣駆除の関係でございます。この中で、ヒグマ１１頭で

すが、前年度から見ると３頭の増となっております。

次のページ。

３目林道新設改良費ですが、この表の中で、委託料は２行目の林道北トマム川沿線路面

排水設置委託業務、それから、下から３つ目の林道川向勲祢別線ほか５路線の点検診断６

３７万２,０００円、これが委託料でして、それ以外、一番上の経営林道陸別薫別支線改

良工事、それから、一つ飛んで林道東トマム高台線側溝整備工事、その下の林道川上信濃
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線（川上橋）護岸補修工事、下二つ、川上信濃線法面補修工事、林業専用道の工事、これ

は１５節工事請負費でございます。

それから、７款商工費の商工総務費につきましては人件費の計上。

次のページ。

商工振興費ですが、表に記載のとおりですが、特に商工業振興事業、まず、商工会への

補助金、それから、プレミアム商品券が７９９万２,０６５円、これはプレミアム率２０

％で、７月、１１月に２,０００セットを２回、４,０００セットですが、使用枚数が９万

５,７８５枚、７９８万２,０８３円、事務費が９,９８２円で、７９９万２,０６５円とな

ります。

それから、日産自動車購入費助成は７件分、１１０万７,５７４円でございます。

それから、１９節で不用額が５１４万６,１４７円ございますが、まず、中小企業融資

制度保証料補給で１０６万４,１２５円、それから、中小企業経営安定資金利子補給で８

６万３,０２０円、商工振興事業で１３２万６,５７６円、日産自動車助成で１８９万２,

４２６円の不用額の内訳でございます。

観光費については例年どおりの執行でございます。

公園費についても同様です。

消費者対策費ですが、表の中で、消費生活相談窓口開設、これは月２回開設しておりま

して、２４回開催しております。相談件数は２件で、ハガキによる架空請求、それから、

マルチ商法の２件でございます。それから、消費生活支援事業、くらし塾、これは１カ月

に１回で１２回の開催でして、延べ５２人が参加しております。

それから、９２ページ。

８款土木費ですが、資料ナンバー３０に建設課担当の工事一覧をつけております。後ほ

どごらんをいただきたいと思います。手当で３６万７,００５円の不用額、時間外勤務手

当で２８万７,５５７円、勤勉手当で７万８,６２８円となっております。

それから、道路橋りょう費、道路橋りょう総務費で、ここに記載の表の中では、公用車

購入、除雪トラック１０トン専用１台、これは備品購入費ですが、４,３１９万４,６００

円でございます。

それから、役務費で６９万５,１０７円の不用額がございますが、除雪トラック１０ト

ン車分で２２万３６３円、それから、通信運搬費で１８万１,８８０円、車両検査手数料

で２５万４,８４８円、自動車保険料関係で３万３,９７０円が主な不用額の内訳です。

除雪トラックの全体の経費ですが、まず、役務費で５８万４,６３７円、備品購入費で

４,３１９万４,６００円、公課費で１６万４,０００円が内訳でございます。

それから、道路維持費はここに記載のとおりでありますが、委託料で９１１万１,７２

８円の不用額が出ております。除排雪業務で８５８万３,７７６円、道路維持補修で４５

万９,９５２円が主な内容でございます。

それから、橋りょう維持費、ここの表に記載のとおりでございますが、３行目の陸別町
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橋梁点検委託業務負担金７１橋、４,０３２万７,２００円は１９節負担金補助及び交付金

の負担金の中でございます。

それから、道路新設改良費もここに記載のとおりであります。町道新町５号通りから殖

産４号線、若葉４号線２号通り、川向伏古丹連絡線、通学道路関係の整備でございます。

なお、殖産４号線、これはユニバースの前の通りですが、２９年度に舗装工事２,１９２

万４,０００円をやりまして、３０年度で舗装工事７８８万４,０００円の予算ですが、３

０年度で整備が完了する予定でございます。

次のページ。

街路灯費、ことしの３月末で１８２基でございます。そのうちＬＥＤの関係は９８基

で、２８年度から見ると１５基の増となっております。

需用費で５９万１,７５０円の不用額、これは電気料で２４万７,３１０円、修繕料で３

４万４,４４０円の不用額となっております。

河川費は、ここに書いてあるとおり、４河川の補修でございます。全て委託料でして、

１,０９８万３,６００円、委託料１,１０４万３,０００円の中の内数でございます。

それから、住宅費、需用費で１,３７４万５,８５９円、これは修繕料が６８戸分、１,

３２３万１３５円を含んでございます。

次のページになります。

まず、維持管理で、管理が２５４戸、空き家が３９戸、修繕が６８戸でございます。

公営住宅改修事業ですが、つつじヶ丘団地内の道路測量設計、共栄団地の物置き塗装、

これは委託料１６４万１,６００円、それから、その下、つつじヶ丘団地の電気温水器更

新から排水補修までは１５節で１,３３１万６,４００円、工事請負費でございます。

それから、住宅建設費でございます。この表の新町団地Ｕ棟の解体実施設計５０万７,

６００円は委託料ですが、その下、Ｕ棟の解体工事１棟４戸から一番下の屋根防水工事、

２団地３棟２２戸までは工事請負費でございます。工事請負費８,６４６万４,８００円の

内訳でございます。

それから、工事請負費で８,２０６万円と、役務費で２万６,０００円、繰越明許費が

８,２０８万６,０００円ございます。これは新町団地Ｐ棟の１棟３戸の建設ほかの事業で

ございます。

下水道費は繰出金、下水道会計への繰出金８,２３４万円です。

それから、９款消防費であります。消防費については、２８年４月からとかち広域化に

なっております。１億７,２６８万６,７５１円。内訳としては、とかち広域消防負担金が

１億４,６１１万円、消防団関係が２,２６５万７,８３３円、災害対策費が３９１万８,９

１８円でございます。

１目消防費、これは消防団にかかわる予算でございまして、それと広域化の消防費の部

分でございます。１億６,８７６万７,８３３円は、消防団費が２,２６５万７,８３３円、

とかち広域消防負担金が１億４,６１１万円の内訳でございます。
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まず、表の中では、消防施設等整備でドローンを１台購入してございます。６９万６,

６００円。それから、消防車両等購入、小利別１号９２８万８,０００円です。ドローン

については、総務課の防災担当でも１台購入しております。

１節の報酬１９６万６,６６２円ですが、ことしの３月末で消防団員は５２名でござい

ます。

それから、報償費の８４万円は、年度末において団員２名の退団に伴う報償金でござい

ます。

旅費で１１２万３,４６０円の不用額がございますが、団員の費用弁償が１０８万５,２

６０円、普通旅費で３万８,２００円でございます。

それから、需用費で５３万８,９２９円の不用額ですが、消耗品費で３５万４,０４３

円、食糧費で６万１,３４０円、光熱水費で４万６,４８３円、修繕料で３万２,７５３円

が主な内容でございます。

１９節の１億４,８５３万３,５００円ですが、消防団の分が２４２万３,５００円、広

域消防負担金が１億４,６１１万円です。

広域消防の内訳ですが、本部共通経費で１,０６５万６,０００円、消防署費で１,７３

８万５,０００円、消防施設費で４２９万３,０００円、職員費で１億１,４３４万３,００

０円、予備費で１０万円、合わせて１億４,６７７万７,０００円ですが、高速道路の支弁

金、健康診断の負担金など６６万７,０００円の歳入がございます。それを差し引いた１

億４,６１１万円が広域消防の負担金となります。

それから、２目災害対策費であります。ここの表の中で、総合防災訓練、昨年の１０月

６日に総合防災訓練を実施しております。その経費が５８万８,７５２円であります。参

加者の内訳ですが、訓練展示、イベント広場では延べ１５１名、応急給食試食会、パネ

ル・車両展示、段ボールベッド体験など、役場庁舎で延べ１４１人、災害図上訓練、保健

センターで延べ２４名、これは自治会役員の方に出席していただいて、災害図上訓練を実

施したところであります。各会場合わせて３１６名の皆様に参加をいただいて総合防災訓

練を実施したところでございます。

次、１０款教育費、１０２ページになります。

１項教育総務費、１目教育委員会費、この表の中では、教育委員会制度改革に伴う総合

教育会議、これは会議を１回開催しております。報酬から１９節までは例年どおりの執行

でございます。

２目事務局費で繰越明許費４,４１３万２,０００円ですが、これは教員住宅の関係です

が、４,２３８万３,７９９円で確定しております。差し引き１７４万８,２０１円が不用

額として残る形になっております。

この表の中でいけば、教職員住宅建設ということで、解体工事１棟２戸、それから、建

設工事１棟２戸、これが繰越明許費でございます。これは工事請負費。それから、外構工

事は２９年度予算で４９２万４,８００円、これも１５節でして、繰越明許費の分が工事
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請負費では４,２３５万７,６００円でございます。

事務局費１億２,８２３万２,９７９円の内訳としては、教員住宅建設で４,９４６万８,

５９９円、これは繰越明許費も含めた金額でございます。それから、人件費で７,００８

万５,４７８円が主な内容でございます。

それから、職員手当で３６万８,５７１円の不用額ですが、時間外勤務手当が２４万９,

１１９円、勤勉手当１１万７,５８３円が主な内容でございます。

繰越明許費でいきますと、１２節で１４万７,１９９円の中に２万６,１９９円、建築確

認申請手数料が繰越明許費で入ってございます。

それから、工事請負費で繰越明許分が４,２３５万７,６００円入ってございます。

次に、３目教育振興費です。この表の中でいきますと、学校教育の振興の２行目、学習

支援員の雇用ということで４６８万７,５４９円、これは共済費で８４万９,３９２円、賃

金で３８３万８,１５７円の内訳でございます。

その下の英語指導助手招へい事業５６７万３８４円ですが、共済費、４節で９８万８,

０３１円、賃金で３３０万３,２００円、旅費で１１万９,８９０円、需用費、１１節で１

４万８,０２６円、１２節で６万６,０４５円、委託料で３,０００円、使用料で７８万３

６０円、１９節で２４万１,９７５円、２２節で１万９,８５７円、合わせて５６７万３８

４円の執行でございます。

それと、補助金の中では、陸別中学校開校７０周年記念事業として１００万円の補助金

を出してございます。

それから、２２節の補償補填及び賠償金１万９,８５７円、これは予備費を充当してお

りますが、昨年の１２月１８日に交通事故がございまして、その損害賠償の額でございま

す。

それから、４目スクールバス運行管理費については例年どおりの執行状況でして、特に

この中で表がございます。１０６ページの表がございますが、各路線ごとは別にして、

トータルでいきますと、大人で２,４３７人の利用がありましたが、前年度から見ると８

０４人の減、子供も１万２,５５８人、延べでありますが、前年度から見ると３２９人の

減、部活は８８３人ですが、前年度から見ると１７８人の減、合計１万５,８７８人です

が、前年度から見ると１,８１１人の減となってございます。

５目教育研究所費は例年どおりの執行状況。

２項小学校費、学校管理費についても同様に例年どおりの執行状況ですが、歳入でも説

明しましたけれども、３０年３月３１日現在では１年生が１８人、２年生が１４人、３年

生が２２人、４年生が１５人、５年生が１４人、６年生が１４人、９７人の児童数でござ

います。

それから、教育振興費についても例年どおりの執行ということですが、表の一番下にご

ざいますが、学校給食費補助４６２万６,７２０円が１９節の額でございます。

それから、就学援助で、これは扶助費でございますが、上の準要保護は１１名で、昨年
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度から見ると１名の増。それから、その下の特別支援教育６名は前年度から見ると２名の

増でございます。

それから、３項中学校費であります。３月３１日現在、１年生が１４人、２年生が１３

人、３年生が１７人の４４人の生徒数でございます。

需用費で４０万９,２０１円の不用額がございますが、消耗品費で９万７,８４４円、燃

料費で６万４,１１０円、光熱水費で７万８,６１５円、修繕料で９万４,５２０円、印刷

製本費で６万５,５２０円の不用額でございます。

１１節から１９節までは例年どおりの執行状況。

教育振興費についても例年どおりの執行状況でございます。需用費で２７万４,２４２

円の不用額がございますが、消耗品費で１８万５,７６０円、印刷製本費で２万４８２円

の不用額。

表の中で、就学援助、２０節扶助費ですが、まず、上の準要保護８名ということで、マ

イナス１名、前年度から見ると１名の減。その下の特別支援教育の扶助２名ですが、昨年

度から見ると１名の減、合わせて２名の減ということになります。

一番下にあります学校給食費補助で２４０万３,２３０円、これは１９節でございま

す。

それから、４項社会教育費、社会教育総務費、報酬からは例年どおりの執行状況となり

ます。

それで、中段に学童保育所指導員設置事業とありますが、ことしの３月末で登録者は２

５名でございます。

それから、土曜授業推進事業、講師謝礼ほかで２０万８２８円ございますが、これは１

項教育総務費の３目教育振興費から科目がえをして社会教育費のほうに振りかえをしてお

ります。

下の中学生等海外研修派遣事業は１１名、前年度は１３名でマイナス２名、冒険・体感

ｉｎとうきょう事業、小学生１４名で、昨年度も１４名でございます。

それから、賃金で２４万１,９９０円の不用額、これは社会教育指導員で６万８,９９０

円、学童保育所で１７万３,０００円の不用額でございます。

１９節で５７万１,９１８円の不用額、芸術鑑賞で３５万７,０１９円、冒険・体感ｉｎ

とうきょうで１４万３,０７６円、文化団体活動推進事業で４万７,９００円の不用額でご

ざいます。

それから、公民館費、報償費から１９節までは例年どおりの執行ですが、図書室の照明

ＬＥＤ化工事２３５万４,４００円、それから、中段に図書室とございまして、図書室の

利用者数ですが、今年度３,３９５名ということで、前年度から見ると９５名の減、図書

貸出冊数２,５５４冊ですが、前年度から見ると１６８冊の減、図書購入は４４７冊です

が、前年度から見ると６３冊の増となっております。

それから、文化財保護費につきましては、報酬から１９節までは例年どおりの執行です
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が、関資料館、入館者６０１名ですが、有料が４００名で、有料者分でいけば、前年度か

ら見ると５５名の減でございます。

それから、５項保健体育費、１１４ページであります。

保健体育総務費、これも報酬から１９節までは例年どおりの執行ですが、この表の中の

中段に各種大会の開催ということで、今年度、１１大会、１５日の開催で、延べ１,０６

３人の参加でございましたが、昨年度から見ると大会数は１の増、日数でも１日の増、延

べ人員では３７４名の増となっております。

体育施設費についても、例年どおりの執行状況でございます。

次、１１６ページ。

学校給食費でございます。この執行額、５,５９８万９,２５０円の内訳ですが、まず、

職員人件費が１,３８３万９,０４２円、給食センター維持管理費で４,２１５万２０８円

でございます。

表に戻りまして、給食センターの収入額が１,３００万９,３７８円、管理費が４,２１

５万２０８円、これは人件費を除いてでございます。その下に内訳として、収入、保育所

１９９万２,０００円、小学校４６２万６,７２０円、中学校２４０万３,２３０円、教職

員２７４万３,０００円、その他で１２４万４,４２８円。まず、保育所と小学校、中学校

９０２万１,９５０円でございます。これは歳入歳出同額ですが、これに対して、歳出分

でいくと、子育て支援で過疎ソフト８９０万円を充当しております。あわせて、給食セン

ター維持管理費として基金から２,０００万円を取り崩しをしております。そうすると、

収入額と２,０００万円を足して３,３００万９,３７８円、管理費４,２１５万２８０円を

差し引きしますと、人件費を除いては、一般財源は９１４万８３０円ということになりま

す。

それから、需用費で７０万３,１１１円の不用額ですが、賄い材料費で４８万７９９

円、光熱水費で１１万１,３０９円、燃料費で９万８,８２４円の不用額でございます。

１１款災害復旧費で２項公共土木施設災害復旧費、これは町道陸別薫別線の工事でござ

います。

繰越明許費で６０６万３,０００円ですが、確定しているのが５２０万８,３９０円で、

８５万４,６１０円の不用額が出ております。

それから、１２款公債費については、資料ナンバー１３に起債残高をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

なお、一般会計の分の残高は４５億１,４２７万３,０００円ございますが、これを３月

末の人口２,３９２人で割り返しますと、町民１人当たり１８８万７,２３７円ということ

で、前年度から見ると４万１,６４６円ほど増となっております。

１３款予備費は３９８万１４３円ということで、１件の充当でございます。

歳出合計ですが、当初予算で４５億５,９２２万６,０００円で、補正が１億２,８７９

万２,０００円、繰越明許費が３億７,１５３万５,６００円で、確定しているのが３億３,
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３９５万５,７５９円の支出ということになります。繰越明許費の不用額が３,７５７万

９,８４１円、これが不用額１億４,４８５万２,４３４円の中に含まれてございます。

予算現計額が５０億５,９５５万３,６００円に対して、支出済額が４７億５,２０７万

４,１６６円、繰越明許費が１億６,２６２万７,０００円であります。予算流用は７件、

８０万５,２１４円。予備費につきましては、先ほども説明しましたが、１件、１万９,８

５７円の充当でございます。

１２２ページ。

実質収支に関する調書でございます。

１の歳入総額、単位は１,０００円ですが、５０億１５６万１,０００円、歳出総額が４

７億５,２０７万４,０００円、差引額が２億４,９４８万７,０００円で、繰越明許費繰越

額が１億３,９０９万２,０００円、実質収支額が１億１,０３９万５,０００円で、先ほど

説明した繰越明許費の１億３,９０９万２,０００円というのは、３０年度繰越明許費１億

６,２６２万７,０００円から、未収入特定財源２,３５３万５,０００円を引いた収入済額

１億３,９０９万２,０００円でございます。６,０００万円は財政調整基金への積み立

て、残の５,０３９万５,０００円、円単位では５,０３９万４,９３２円が３０年度への繰

越金となります。

それから、１２３ページ、財産に関する調書ですが、１の公有財産、（１）土地及び建

物、アの総括表です。土地、地積ですが、行政財産、普通財産を合わせた合計が３,０９

６万７,０１７.３２平米、年度中の増減６２万７,８７９.５２平米、年度末現在高が３,

１５９万４,８９６.８４平米、建物の木造ですが、前年度末が１万６,８５６.２５平米、

増減が１,１２７.２５平米、年度末現在高が１万７,９８３.５平米。非木造ですが、前年

度末現在が４万７,３４７.３９平米、増減がマイナス２０８.１９平米、それから、年度

末が４万７,１３９.２平米、延べ面積計で、前年度末計が６万４,２０３.６４平米、増減

が９１９.０６平米、年度末現在高が６万５,１２２.７平米でございます。

この土地建物の行政財産、普通財産の内訳でございますが、まず、行政財産については

１２４ページ、１３３ページ、普通財産については１２５ページ、１３３ページ、山林、

有価証券は１２６ページ、出資に関する権利は１２７ページ、物品、備品については１２

８ページ、債権、基金については３月３１日現在ですが、１３２ページにありますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

以上で、議案第５７号の説明を終わりまして、次、議案第５８号の説明に移ります。

○議長（宮川 寛君） ２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５６分

再開 午後 ２時１３分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、これから特別会計の説明に入らせていただきま
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す。

まず、議案第５８号平成２９年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認

定についてでありますが、説明資料１７０ページをお開きください。

一般会計もそうですけれども、説明資料で大体大枠の決算の中身がある程度把握される

というふうに思っております。

それでは、説明させていただきたいと思います。

１７１ページをお開きください。次のページになります。

第１表、国民健康保険事業の最近年度比較表であります。２９年度、職員２名、保健師

数ゼロ、診療所１、病床数が１２。

給付期間は転帰で、保険税徴収回数が８回。

平均世帯数が４３８世帯、前年度より２１世帯の減でございます。

それから、被保数が平均で７１２人、前年度から見るとマイナス４１人でございます。

１世帯当たりの税調定額が１９万５４,５４２円、前年度から見ると３,３５７円の増。

１人当たりの税調定額が１１万９,６７６円で、３,１３７円の増。

１人当たり療養諸費費用額が３９万５,１７７円で、１万４,１７７円の減となっており

ます。

受診率が１,８２３.６％で、前年度から見ると７３.８ポイントの増でございます。

第２表が２９年度歳入歳出決算の総括でございまして、予算額４億９,３２２万２,００

０円で、決算額、歳入が４億７,８４６万２,０９７円、歳出が４億６,０９５万９,６８４

円で、差し引き１,７５０万２,４１３円でございます。これは平成３０年度への繰越金と

なります。なお、歳出の執行率は９３.５％でございます。

それから、第３表、歳入実績の最近年度比較表でございます。特に国保税、２９年度で

は収入済額が８,５８６万６,９２２円で、前年度から見ると１２２万３,１５６円の減で

ございます。この内訳としては、現年課税分で８,３９７万９,８００円、滞納繰越分で１

８８万７,１２２円の内訳でございます。不納欠損は５万１,０００円、２人の２件です。

収入未済額が２６９万４,５００円で、現年課税分で１４人の６４件、１２２万９,７００

円、滞納繰越分で１６人、１１７件、１４６万４,８００円でございます。歳入に占める

割合は１７.９％、収納率は９６.９％でございます。

国庫支出金以下、ここに記載のとおりでございますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

合計でいけば、調定額４億８,１２０万７,５９７円で、収入済額が４億７,８４６万２,

０９７円、前年度から見ると１,５９９万万７,４７０円の減でございます。収入未済額が

２６９万４,５００円、不納欠損が５万１,０００円でございます。収納率は９９.４％で

ございまして、今年度の収入割合でいきますと、国庫支出金、国から入ってくるお金が２

７.６％と、歳入の第１位を占めておりまして、２番目が共同事業交付金２０.７％、３番

目に国保税で１７.９％という順番になってございます。
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第４表が、次のページ、歳出実績最近年度比較表であります。全体としては執行割合が

９３.５％、支出済額が４億６,０９５万９,６８４円。総務費については、執行率は７２.

１％、保険納付金については９２.９％、後期高齢者支援金等が１００％、それから、６

款介護保険給付金が１００％、それから、共同事業拠出金が９９.６％という執行率に

なってございます。

第５表、次のページ、国民健康保険税収納額最近年度比較表であります。左側が現年課

税分、右側が滞納繰越分ですが、現年課税分、調定額が８,５２０万９,５００円で、収入

済額が８,３９７万９,８００円、前年度から見ると１４５万７,７００円の減でございま

す。収入未済額が１２２万９,７００円、前年度から見ると１０８万６,９００円ほど下

がっております。件数は１４人の６４件でございます。件数としても４人の４３件マイナ

スということになります。収納率が９８.６％。滞納繰越分ですが、調定額３４０万２,９

２２円で、収入済額が１８８万７,１２２円、不納欠損５万１,０００円、２人、２件でご

ざいます。収入未済額が１４６万４,８００円で１６人の１１７件であります。現年課税

分、滞納繰越分を足しました収入未済額は３０人の１８１件、２６９万４,５００円でご

ざいます。

第６表の最近５ヶ年間の決算額調についてはここに記載のとおりですので、後ほどごら

んをいただきたいと思います。

それでは、歳入、１４７ページをお開きください。１４７ページ。

歳入ですが、国保事業の一覧を、ナンバー３１－１から４まで、収支決算を含めて資料

を提出しておりますので、ごらんをいただきたいと思います。

１款国民健康保険税、一般被保険者国保税、２９年度末の世帯数は４３７世帯、被保数

が７１１人、前年度から見ると世帯数で１８世帯、被保数で３６人のマイナスとなってご

ざいます。

それから、退職被保険者のほうは、年度末で世帯数が２世帯、被保数が３人で、前年度

と比較しますと、世帯数でマイナス５世帯、被保数で７人の減となってございます。

国保税の歳入８,５８６万６,９２２円ですが、これは税滞納整理機構から２７件、１０

４万４,４２２円、入金になっております。先ほど言いました不納欠損５万１,０００円は

２人、２件、収入未済額が２６９万４,５００円で、３０人の１８１件でございます。

それから、一般被保険者の国保税ですが、８,５０５万９,４８２円、これは、まず医療

給付費分で５,３３８万５,４５９円、介護納付金分で８６６万６,６６５円、後期高齢者

支援金分で２,３００万７,３５８円の内訳でございます。現年課税分は調定額８,４４０

万２,０６０円に対して、収入済額が８,３１７万２,３６０円、収入未済額が１２２万９,

７００円、１４人の６４件分ですが、８月末で４人の１７件、１２万４,１００円が入金

になっております。滞納繰越分で１８８万７,１２２円の収入がありますが、この中には

税滞納整理機構から２７件、１０４万４,４２２円の入金がございます。不納欠損で２

人、２件の５万１,０００円、収入未済額で１４６万４,８００円、１６人の１１７件、８
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月末て７人、４４件、５３万３,１００円が入金となっております。

それから、退職被保険者の国保税ですが、現年課税分で８０万７,４４０円、医療給付

費分で４２万８,８２０円、介護納付金分で１５万３,８３９円、後期高齢者支援金分で２

２万４,７８１円の内訳でございます。

２款国庫支出金の療養給付費等負担金７,１６８万９,９２４円、前年度より１,０１５

万７,７９０円の増でございます。

それから、高額医療費共同事業負担金、特定健康診査等負担金、次のページ、国庫補助

金の財政調整交付金４,５２７万２,０００円。２９年度においては、普通調整交付金はゼ

ロで、交付されませんでした。特別調整交付金で４,５２７万２,０００円の交付でござい

ます。この中には、直診会計への繰出金３,８０４万７,０００円、へき地診療所分という

ことで、この額も含んでございます。

次の国民健康保険制度関係業務準備事業補助金１,１３３万３,０００円は、国保の広域

化に伴うシステム改修費の補助金でございます。

それから、３款療養給付費等交付金、これは退職者医療に係る分で、現年度分、１１３

万５,０００円で、５９万２,０００円ほど前年度から見ると減額となっております。

それから、４款前期高齢者交付金、前期高齢者交付金ですが、６,４４２万３,３３０円

ということで、２９年度の概算分が８,５９４万７,００７円、２７年度の精算額がマイナ

スの２,１５１万６,７９２円です。調整額がマイナスの６,８８５円、差し引き６,４４２

万３,３３０円の支出となります。

それから、５款道支出金の高額医療費共同事業負担金３１９万５,０００円は、国庫負

担金と同額でございます。

それから、次のページ。

特定健康診査等負担金５０万円、過年度分の４万７,０００円も国庫負担金と同額でご

ざいます。

道補助金の財政調整交付金２,４２７万２,０００円は、前年度から見ると７５１万８,

０００円の増でございます。普通調整交付金が１,１０２万２,０００円、特別調整交付金

が１,３２５万円でございます。

６款共同事業交付金、１目共同事業交付金は９７９万２,３４５円で、１３２万６,１３

１円の増。

それから、２目保険財政共同安定化事業交付金８,９３０万７７円、１１５万２,３７１

円の増。

それから、７款財産収入、利子及び配当金、基金利子１,４９１円。

８款繰入金の一般会計繰入金で、まず、保険基盤安定繰入金２,０６２万７,５３０円。

保険基盤安定繰入金については、一般会計の歳入のほうで、まず、保険者支援分として国

が２分の１分、３９３万５,８２７円、北海道負担分、４分の１分、１９６万７,９１３円

が歳入として入ってきまして、町の負担分、４分の１分、１９６万７,９１５円、合わせ
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て保険者支援分として７８７万１,６５５円。それから、保険料軽減分、これも一般会計

の歳入で入ってきますが、北海道負担分、４分の３分で９５６万６,９０６円、町の負担

分、４分の１分で３１８万８,９６９円、合わせて保険料軽減分として１,２７５万５,８

７５円、全てを合わせた２,０６２万７,５３０円が一般会計からの繰入金となります。こ

れが保険基盤安定繰入金。

その他の一般会計繰入金２,０５８万５,０６１円、これについては、まず、出産育児一

時金分が２８万円の２件、５６万円、事務費分が２５７万２,６２４円、保健事業分が８

９万１,９００円、特定健診分が１８２万１,５３７円、葬祭費分が５件分、５万円、財政

対策分が１,４６８万９,０００円で、合わせて２,０５８万５,０６１円です。

なお、この財政対策分１,４６８万９,０００円のうち、これは北海道経由で来ておりま

すが、国保財政安定化支援分として４６８万９,０００円が交付税措置されているという

ことでございます。したがって、町単費分としては１,０００万円の負担ということにな

ります、この財政対策分については。

それから、９款繰越金が前年度繰越金で１,５９１万８,３９５円。

１０款諸収入で、まず、延滞金加算金及び過料の一般被保険者延滞金１４万２００円、

これは２６件分です。

それから、その次の下、退職被保険者等延滞金、一般被保険者加算金、次のページ、退

職被保険者等加算金、それから、雑入の一般被保険者第三者納付金、退職被保険者等第三

者納付金、一般被保険者返納金、退職被保険者等返納金はそれぞれ科目存置でございま

す。

５目雑入、雑入で７万９,４１９円、これは健康診断個人負担分が１４人分、２万８,０

００円、超高額医療費共同事業交付５万１,４１９円、合わせて７万９,４１９円の収入で

ございます。

歳入合計、当初予算では５億１０４万円です。補正予算で７８１万８,０００円の減

額、予算現額としては４億９,３２２万２,０００円で、調定額が４億８,１２０万７,５９

７円、収入済額が４億７,８４６万２,０９７円、不納欠損が５万１,０００円、収入未済

額が２６９万４,５００円でございます。

次、歳出、１５７ページにいきます。

１款総務費１項総務管理費、一般管理費です。表にありますとおり、電算システム、こ

れは国保制度の都道府県への広域化に伴う電算システムの関係でございます。国保の都道

府県化準備事業負担金１,０５７万６,８８０円、それから、同じく国保市町村事務処理標

準システム北海道クラウド構築業務等に係る構築負担金１,３１８万１,１７６円ですが、

まず、上の都道府県化準備事業負担金は予算を１,５７９万５,０００円見ておりましたけ

れども、実際には執行額が１,０５７万６,８８０円ということで、５２１万８,１２０円

の不用額。その下の市町村事務処理標準システムの北海道クラウド構築に係る負担金、こ

れも予算を１,８０８万１,０００円見ておりましたけれども、実際には１,３１８万１,１
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７６円の執行で終わりました。したがって、差し引き、不用額４８９万９,８２４円、そ

の上の５２１万８,１２０円と合わせて１,０１１万７,９４４円が１９節の不用額になっ

てございます。

積立金では１,４９１円、基金利子でございます。

それから、２項徴税費、賦課徴収費ですが、十勝圏複合事務組合、税滞納整理機構への

負担金４１万３８３円ですが、５５件、１７０万８２２円を引き継ぎしまして、２７件、

１０４万４,４２２円を収納してございます。

次のページへいきます。

２款保険給付費でございます。保険給付費の執行額は２億３,０２４万３,８７３円で、

前年度から見ると２,３６２万６,９９４円の減額となっております。

１項療養諸費、２億４２５万４,４４９円で、前年度から見ると２,０５８万５,５３８

円の減額となっております。

一般被保険者療養費、１９節ですが、１億９,６４０万６,５８３円、前年度から見ると

１,８７３万８,５６６円の減額、件数では１万２,１８０件、１３０件の減、費用額は２

億７,１３１万７,３９５円で、前年度から見ると２,４２９万８７３円の減額。

退職被保険者等療養費、１９節、１７２万２,９５２円ですが、前年度から見ると４９

万８,２３０円の減、件数でいけば９０件で、マイナスの７１件、費用額は８７万１,９１

０円、前年度から見ると２３１万７,９２６円の減額となります。

それから、一般被保険者療養費、１９節５４９万５,４７２円で、前年度から見ると１

２９万５５０円の減、件数でいけば６８４件、マイナスの１６件、費用額７４６万９,２

１３円、前年度と比較しますと１７８万１０６円が減額となっております。

退職被保険者等療養費、１９節、４万８,１３０円、前年度から見ると５万６,６８６円

の減、件数は３件で、前年度から見るとマイナス２件、費用額が６万８,７５９円で、前

年度から見ると８万９８１円の減となっております。

２項高額療養費です。２,５０９万９,４２４円で、前年度から見ると２６３万１,４５

６円の減額となります。

一般被保険者高額療養費、１９節、２,４６７万６,９３４円で、前年度から見ると３０

０万７,８１８円の減、件数では４５０件、マイナスの３２件、費用額では２,４６７万

６,７３４円で、３００万４,４７３円の減額となります。

次のページ。

退職被保険者等高額療養費、１９節、４２万２,４９０円で、退職のほうは前年度から

見ると３７万６,３６２円ほど増となっております。件数では５件、前年度から見ると４

件の増、費用額が４２万２,４９０円で、前年度から見ると３７万６,３６２円の増でござ

います。

その下、一般被保険者高額介護合算療養費、退職被保険者等高額介護合算療養費、それ

から、３項移送費、一般被保険者、退職被保険者については科目存置でございます。
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４項出産育児諸費の出産育児一時金８４万円は、４２万円の２件分でございます。

それから、５項葬祭諸費、葬祭費、１９節は１万円の５件、５万円でございます。

３款後期高齢者支援金等は、１９節ですが、３,９９２万７３９円、前年度から見ると

１１０万６,８３８円の増、２９年度概算額が４,４３７万３,８８４円、２７年度の精算

額がマイナスの４４５万５,２３３円、調整額がマイナスの７６１円、事務費が２,５９７

円で、差し引き３,９９２万４８７円でございます。

それから、４款前期高齢者納付金等ですが、１９節、１４万５,９１７円、前年度から

見ると１１万８,６９９円の増です。２９年度概算額が１４万８,９８０円、２７年度精算

額がマイナスの５,８１２円、調整額がマイナス１円、事務費が２,７５０円、差し引き１

４万５,９１７円でございます。

それから、６款介護保険納付金であります。１,７１４万２,７７２円ということで、前

年度から見ると２０１万７,７１７円の増でございます。

それから、７款共同事業拠出金、高額医療費拠出金１,２５６万５,８３８円ですが、前

年度から見ると３５２万６,６８１円の減額でございます。

それから、保険財政共同安定化事業拠出金、１９節、８,３９１万６,６４５円、前年度

から見ると２９１万７,７１９円の減額。

４目、５目については科目存置。

８款保健事業費の特定健康診査等事業費、１３節委託料２７４万２,５４５円の内訳

は、健康診断２８４件、２６５万５,４９６円、共同電算処理３５３件の８万７,０４９円

です。

健診なのですが、特定健診の受診率の目標は６０％にしておりましたが、特定健診の受

診率としては、当町は２９年度で６８.７％の受診率となってございます。

不用額７４万５,４５５円は、健診分で７３万８,５０４円の不用額となってございま

す。

保健事業費でありますす。

次のページ。

委託料７５万６,１１２円の内訳ですが、まず、健康診断、４０歳未満、１４人の１１

万３,８９４円、予防接種ですが、インフルエンザ１２８人、３８万４,０００円、それか

ら、高齢者肺炎球菌４１人、１６万４,０００円、それから、ふれあい広場ステージ設置

７万５,６００円です。それと、共同電算業務で１万８,６１８円。不用額３９万５,８８

８円は、各種予防接種２１万２,０００円、健診１６万１,１０６円の不用額でございま

す。扶助費で１万５,５６０円、これは償還払いですが、インフルエンザの予防接種が２

人、高齢者肺炎球菌が２人でございます。

９款諸支出金の償還金、２３節償還金利子及び割引料７１８万５,３３９円ですが、ま

ず、国保税の還付、１０世帯、１５件、９４万６,９００円、還付加算金、８世帯、１２

件、３万４,７００円、補助金返還６２０万３,７３９円、これは平成２８年度の精算に伴
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う国への療養給付費分の返還でございます。

それから、繰出金、直診会計への繰出金ですが、３,８０４万７,０００円、へき地診療

所運営費分としての繰出金です。

歳出合計で、当初予算額５億１０４万円、補正額が７８１万８,０００円の減額、予算

現計で４億９,３２２万２,０００円、支出済額が４億６,０９５万９,６８４円、不用額が

３,２２６万２,３１６円です。予備費充当が４件、５８万１,６００円でございます。

それから、１６９ページは実質収支に関する調書、１,０００円単位でございます。

歳入総額が４億７,８４６万２,０００円、歳出総額が４億６,０９６万円、歳入歳出差

引額が１,７５０万２,０００円、実質収支額が１,７５０万２,０００円でございます。

以上で、議案第５８号の説明を終わりまして、次、議案第５９号の説明に移ります。

議案第５９号平成２９年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算

認定について。

１９３ページをお開きください。１９３ページは説明資料になります。

次のページ、１９４ページになります。

第１表、２９年度の歳入歳出決算の総括でございます。予算額３億１,３２０万３,００

０円で、決算額、歳入が３億２,０７０万２,９６２円、歳出が２億９,８４２万４,６３０

円、差し引き２,２２７万８,３３２円が３０年度への繰越金となります。歳出の執行率は

９５.３％。

第２表が歳入実績最近年度比較表でございます。まず、１款診療収入、調定額が１億

１,２６３万９,３５９円で、収入済額が１億１,２６１万４,８３９円で、収入未済額が１

件、入院ですが、２万４,５２０円ございます。トータルとしては、予算現額が３億１,３

２０万３,０００円で、調定額が３億２,０７２万７,４８２円、収入済額が３億２,０７０

万２,９６２円で、収入未済額が２万４,５２０円であります。

次のページ。

第３表が歳出の実績最近年度比較表であります。後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。

なお、総務費は９８.１％の執行率、医業費については７３.９％の執行率、公債費につ

いては９３.２％の執行率、合計では９５.３％の執行率。支出済額が２億９,８４２万４,

６３０円でございます。

それから、第４表が２９年度の診療収入収納状況調。入院については、収入済額が１,

６５５万７,１５８円で、前年度から見ると２０４万５,１３９円の減、収入未済額が１

件、２万４,５２０円、それから、外来が、診療収入７,７８０万３,０８０円、前年度か

ら見ると３,１５３万４,９７０円の減でございます。

次のページになります。

第５表、２９年度経費別支出内訳調であります。総務費で２億７,１４６万４,８９５

円、前年度から見ると１,３８４万６,１３０円の増、診療収入に対する割合は２４１.１
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％で、６５.６ポイントの増。それから、医業費ですが、２,５９０万３,４７１円で、７,

１０６万２,７１８円の減となります。それから、診療収入に対する割合は２３％でござ

います。

それから、第６表が患者数及び職員数等調で、入院については、患者数が７６４人、前

年度から見ると２８６人の減、外来でいけば１万２,５６１人の患者数で、１,２８０人の

減でございます。

次のページは、職員数調、患者１人１日当たり診療収入調、患者１人１日当たりの薬品

費調、診療収入に対する投薬等の収入割合を載せておりますので、ごらんをいただきたい

と思います。

それでは、歳入の１７８ページをお開きください。

１７８ページ、歳入ですが、資料としては修正版の３２－１がございます。修正版のほ

うを後ほどごらんをいただきたいと思います。診療所の運営状況をつけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款診療収入の全体では１億１,２６１万４,８３９円で、３,４２０万５,１６０円の

減。

入院収入では１,６５５万７,１５８円で、２０４万５,１３９円の減、未収で１件、２

万４,５２０円、これは一部負担金のほうでの未収でございますが、８月までに４,０００

円が入金となってございます。

それから、外来収入が７,７８０万３,０８０円で、３,１５３万４,９７０円の減でござ

います。

２款使用料及び手数料の行政財産使用料３万５,６７４円は自販機の設置。

手数料は、文書料が、診断書ですとか介護意見書など、９８万２,２４０円。

３款財産収入、土地建物貸付収入ですけれども、職員住宅３戸分。

４款繰入金、一般会計繰入金が１億４,５５１万７,０００円、起債償還分が１０５万

７,０００円、施設等整備分が１０６万円、財政対策分が１億４,３４０万円、それから、

その下、国保事業勘定特別会計からの繰入金３,８０４万７,０００円はへき地診療所運営

分でございます。

それから、５款繰越金、前年度繰越金で１,７４５万７,３１７円。

それから、６款諸収入ですが、私用電話料が４,３４０円、雑入が５２８万５,９８４

円、嘱託医報酬が２９４万円、社会保険料個人負担分が１５４万１,４０４円、患者外給

食が６８万３,６１０円、医療器具使用料などが１２万９３０円でございます。

歳入合計としては、当初予算が３億１,４３４万９,０００円、補正予算が１１４万６,

０００円の減額、予算現額としては３億１,３２０万３,０００円で、調定額が３億２,０

７２万７,４８２円、収入済額が３億２,０７０万２,９６２円、収入未済額が２万４,５２

０円でございます。

次、歳出、１８６ページにいきます。
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１款総務費、一般管理費で、屋上の防水工事１０５万５,１６０円は工事請負費でござ

います。

まず、給料、不用額で１４１万５,５００円、これは昨年の７月に看護師２人を採用し

ましたが、１名の方が自己都合で９月３０日で退職されました。その後も募集をしており

ましたけれども、応募者がなかったということで、給料、手当、共済費で不用額が生じて

おります。手当で９０万１,９３３円の不用額、これは時間外で２２万９,２０５円、それ

から、特殊勤務手当で８万５,７６２円、勤勉手当で２１万７,８６９円、退職手当組合費

で２６万２,６８１円が主な内容。共済費６３万８,９９２円の不用額は、共済組合費で４

８万７,４７４円、それから、社会保険料等１２万４,５９７円が主な内容。賃金で９２万

９,７７４円の不用額がございますが、臨時医師分で４０万円、臨時調理人分で３４万２,

５５９円、臨時看護師分で１３万８,５０１円が主な内容でございます。それから、役務

費で３２万９５円の不用額、これは労働者紹介手数料３１万４,２４９円が主な内容でご

ざいます。

次のページ。

２款医業費でございます。医療用機械器具費、備品購入費で４４万２,８００円、これ

は薬用冷蔵庫２台でございまして、１台、薬局の薬用冷蔵庫が昨年の７月に故障しまし

て、使用できなくなりまして、議会に間に合わないということで、予備費を充当して１

台、２５万９,２００円を更新しております。あわせて、外来用の薬用冷蔵庫１８万３,６

００円については補正をお願いして購入しております。

それから、医療用機械器具費で５９万６,２６８円、前年度から見ると４,４２８万４,

５５６円の減額になっております。これは２８年度においてＣＴ装置ですとか病室用ベッ

ド、内視鏡システムなど４,４１９万１,０００円ほど予算を執行しておりますが、その分

が減額の大きい要因でございます。

それから、医療用消耗器材費、需用費で６５万６,５９３円の不用額は消耗品。

それから、医薬品費は１,１８０万５,９３４円で、前年度から見ると２,６０５万１,２

１４円の減。内訳としては、医薬品で９３万５,３２９円、ワクチンで４１０万３,１０９

円、注射用薬剤６７２万３,１８０円、血液が４万４,３１６円の内訳でございます。

給食費、需用費の不用額については、賄い材料費２０万１,９３２円が主な内容です。

３款公債費については、資料ナンバー１３をつけております。起債残高一覧がございま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

元金では９９万１,８９１円、前年度から見ると１,７７９万８３０円の減額。

利子については６万４,３７３円で、１５万５,８１４円の減額でございます。

歳出合計予算額が、当初予算３億１,４３４万９,０００円、補正が１１４万６,０００

円の減額、予算現額が３億１,３２０万３,０００円です。支出済額が２億９,８４２万４,

６３０円、不用額が１,４７７万８,３７０円で、予備費充当が１件、２５万９,２００円

でございます。
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１９２ページ。

実質収支に関する調書。これは１,０００円単位ですが、歳入総額が３億２,０７０万

３,０００円、歳出総額が２億９,８４２万５,０００円で、差し引き２,２２７万８,００

０円、実質収支額が２,２２７万８,０００円であります。

以上で議案第５９号を終わりまして、議案第６０号の説明に移ります。

議案第６０号平成２９年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について。

２１５ページをお開きください。説明資料になります。

２１６ページ。

第１表、２９年度歳入歳出決算の総括。予算額１億８,０７４万７,０００円、決算額、

歳入１億８,０５６万３,６１１円、歳出１億７,６１６万９,０５９円、差し引き４３９万

４,５５２円は平成３０年度への繰越金となります。なお、歳出の執行率は９７.５％でご

ざいます。

それから、第２表が歳入実績最近年度比較表でございます。使用料及び手数料で５,３

３６万５,９１０円の収入、前年度から見ると６万３６６円の減、収入未済額が１件、３,

６４０円ですが、これは８月までに全額入金となってございます。合計で予算額が１億

８,０７４万７,０００円で、調定額１億８,０５６万７,２５１円、収入済額が１億８,０

５６万３,６１１円で、前年度から見ると１,１８１万９,４７２円の減額です。この会計

も一般会計からの繰入金が４９％ということで、会計では１番でございまして、２番目に

使用料関係が入って、２９.５％でございます。

次のページ。

第３表については、歳出実績最近年度比較表でございます。支出済額が１億７,６１６

万９,０５９円、前年度から見ると１,１７８万９,５０６円の減となっております。総務

費については９７.６％の執行率、施設費については９６.４％の執行率、公債費について

は執行率１００％で、全体的な執行率は９７.５％でございます。

それから、２１９ページ。

第４表、水道使用料徴収実績調です。陸別地区、調定額が５,３２３万７,５５０円、収

入済額が５,３２３万３,９１０円で、前年度から見ると５万６,３６６円の減、収入未済

額１件、３,６４０円。これは先ほども申し上げましたとおり、８月までに全額入金と

なってございます。内訳として、一般用ですが、３,８５５万２,１０８円で、前年度から

見ると６５万４,３６８円の減、営業用ですが、３４７万７,５６４円で、前年度から見る

と３万９,００４円の増、事業用が７１４万９,９２２円で、６４万６,７６２円の増、団

体用３４８万１,４５４円で、前年度から見ると１１万６２円の減、浴場営業用５６万３

６０円で、前年度から見ると２万８,２２０円の増、臨時用１万２,５０２円で、前年度か

ら見ると５,９２２円の減となっております。

それから、用途別給水戸数、３月末現在ですが、一般用が１,０１３戸でマイナス１０

戸、営業用が３０戸で前年度と同様の戸数です。それから、事業用が４１戸で、前年度か
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らマイナス１戸、団体用は６戸で前年度も同様です。浴場営業用も１で前年度と同様で

す。臨時用はございません。トータルで１,０９１戸でございまして、前年度から見ると

マイナス１１戸となります。

それから、２２０ページ。

給水状況調ですが、給水量については３０万４,５３３立方メートル、前年度から見る

と７,８９８立方メートルの増、１日平均給水量は８３４立方メートルですが、前年度か

ら見ると２１立方メートルの増、給水人口２,１７３人で、前年度から見るとマイナスの

５０人、１人１日平均給水量３８４リットルですが、これは前年度から見ると１８リット

ルの増となります。

それでは、歳入、２０４ページをお開きください。

２０４ページ、歳入です。

１款使用料及び手数料の使用料、水道使用料です。２９年度は１万３,４１１件でし

て、件数としては前年度から見るとマイナスの１５０件となります。水道使用料が５,３

２３万３,９１０円で、前年度から見ると５万６,３６６円の減、収入未済額は１件、３,

６４０円ですが、８月末までに全額入金となっております。

手数料です。設計手数料１３万２,０００円ですが、給水装置新設工事審査手数料１１

件、８万８,０００円、それから、給水装置その他の工事の審査手数料、増改造６件、撤

去５件、合わせて１１件の４万４,０００円でございます。

それから、２款国庫支出金の簡易水道事業補助金、これについては６４５万８,０００

円、これは機器更新に係る補助金でございます。

４款繰入金、一般会計からの繰入金が８,８４１万円、建設改良分が５,１９６万２,０

００円、財政対策分が３,６４４万８,０００円で、前年度から見ると４７１万２,０００

円の増となります。

それから、５款繰越金が４４２万４,５１８円。

６款諸収入、雑入ですが、２１０万５,１８３円。まず、これは下水道会計からの下水

道料金の事務費負担金が１２１万９,５８３円、それから、消火栓整備補償費８８万５,６

００円でございます。

それから、７款町債、簡易水道事業債が２,５８０万円で、過疎債が１,２９０万円、簡

易水道事業債が１,２９０万円でございます。

歳入合計で、当初予算が１億８,１９９万８,０００円、補正予算が１２５万１,０００

円の減額、予算現計で１億８,０７４万７,０００円、調定額が１億８,０５６万７,２５１

円、収入済額が１億８,０５６万３,６１１円、収入未済額が３,６４０円でございます。

次、歳出、２０８ページに進みます。

次のページ。

１款総務費、一般管理費、検針用ハンディターミナル３台の購入、備品購入費です。１

４７万４,４１６円。
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この中で、委託料で１５０万９,１６４円、これは水道料金収納業務１２７万３,８８４

円が主な内容でございます。

それから、２７節の公課費１１８万６,１００円は消費税でして、２８年度分が５９万

４,１００円、２９年度の中間納付分が５９万２,０００円でございます。

それから、２款施設費６,０２２万８,９７９円、施設維持費でございます。この表に書

いてあるとおり、まず、水道メーター取りかえ１３８カ所は、委託料２５０万７,１１４

円、更新用水道メーターが１３８個、２４５万７,７５６円は備品購入費でございます。

需用費の不用額４４万４,７３７円、これは消耗品費が２９万３,７１５円、燃料費が１

５万１,０２２円です。

委託料で１５９万５,４６６円の不用額ですが、管路等修繕で７０万２,６４０円、水道

メーター取かえで５７万２,１２６円、施設保全作業で２２万５,０００円、施設設備保守

点検４万３,６２０円が主な内容です。

それから、施設新設改良費でございます。この表の中で、まず、３段目の陸別地区簡易

水道市街地区配水管布設替工事３８３万４,０００円、これは町道新町５号通りでござい

ます。その下、市街地区配水管新設工事２７８万６,４００円は、町道通学道路南側線で

す。その下、市街地区配水管新設工事その２２３２万２,０００円は、町道若葉４号通

り、２号通りでございます。それと、その下がしらかば苑の地先の消火栓の更新工事８８

万５,６００円、工事請負費が２,９２０万３,２００円でございます。今言った三つの工

事、しらかば苑の工事、その下二つ、浄水場の機器更新工事その２まで合わせて２,９２

０万３,２００円でございます。

それから、３款公債費については、資料ナンバー１３に起債残高一覧表をつけておりま

すので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

歳出合計、当初予算額が１億８,１９９万８,０００円、補正予算額が１２５万１,００

０円の減額、予算現額で１億８,０７４万７,０００円で、支出済額が１億７,６１６万９,

０５９円、不用額が４５７万７,９４１円でございます。

次のページ。

実質収支に関する調書ですが、１,０００円単位で、歳入総額が１億８,０５６万４,０

００円、歳出総額が１億７,６１６万９,０００円で、差し引き４３９万５,０００円、実

質収支額が４３９万５,０００円でございます。

以上で議案第６０号を終わりまして、次、議案第６１号に移ります。

○議長（宮川 寛君） ３時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ３時０７分

再開 午後 ３時１４分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第６１号平成２９年度陸別町公共下水道事業
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特別会計歳入歳出決算認定について説明いたします。

資料２３５ページをお開きください。説明資料になります。

２３６ページ。

第１表、２９年度歳入歳出決算の総括。予算額１億８,０２８万８,０００円で、決算

額、歳入１億８,０４６万３７８円、歳出が１億７,８５１万８,５１６円で、歳入歳出差

し引き１９４万１,８６２円が３０年度への繰越金となります。歳出の執行率は９９％に

なります。

第２表、歳入実績最近年度比較表でございますが、分担金及び負担金が１２５万円で、

前年度から見ると２０万円の減、使用料及び手数料は２,５１３万２,７５５円で、前年度

から見ると４１万２,０６２円の減となっております。収入未済額１件、２,３８６円です

が、８月末までに全額入金となっております。合計ですが、予算額１億８,０２８万８,０

００円で、調定額１億８,０４６万２,７６４円で、収入済額が１億８,０４６万３７８

円、前年度から見ると３,７２６万９,０７７円の増となっております。この会計も一般会

計からの繰入金が４５.６％ということで第１位の歳入の率となっております。国庫支出

金が１９.３％、３番目に町債が来て、４番目に使用料及び手数料１３.９％となります。

なお、簡易水道事業、それから公共下水道事業もそうですが、やっぱり人口が少なくなる

ことによっての使用料、分担金の減がございますので、どうしてもこういう財政構造に

なってきているというのは御理解いただけるかなというふうに思っております。

それから、次のページ。

第３表歳出実績最近年度比較表ですが、総務費１,１９５万３,６１５円で、執行率９

８.２％。

施設費５,００７万１,００４円で９８.９％。

事業費が７,１６９万３,６００円で１００％。

公債費４,４８０万２９７円で９９.９％。

支出済額が１億７,８５１万８,５１６円で９９％の執行率となります。

それから、第４表が下水道使用料徴収実績調。調定額、陸別処理区で２,５０５万５,１

４１円、収入済額が２,５０５万２,７５５円で、４４万６２円の減となっております。収

入未済額２,３８６円、１件ですが、先ほど説明したように、８月末までに全額入金済み

です。内訳として、一般用で収入済額２,４７０万６８７円で、４５万７,４０２円の減、

それから、公衆浴場用で３５万２,０６８円で、１万７,３４０円の増となっております。

処理状況、今年の３月末現在ですが、処理人口１,８１２人、６１人の減、水洗化人口

１,６５０人でマイナスの１人、水洗化率９１.１％で０.８ポイントの増でございます。

歳入、２２４ページをお開きください。

歳入。

１款分担金及び負担金の分担金、下水道事業分担金です。１２５万円で、内訳として

は、２８年建設分、１２戸分で３０万円、２９年度建設分の２６戸で６５万円、２９年度
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の前納分で１２戸分、３０万円の内訳でございます。

それから、２款使用料及び手数料の下水道使用料で２,５０５万２,７５５円、４４万６

２円の減ですが、未収金１件、２,３８６円については８月末までに全額入金となってお

ります。

それから、手数料で下水道手数料８万円については、排水設備工事新設工事審査手数料

８件、６万４,０００円、排水設備その他工事審査手数料１万６,０００円で、改造が１件

の撤去が３件でございます。

それから、３款国庫支出金については、下水道事業補助金で３,４８３万８,１００円。

４款繰入金、一般会計繰入金ですが、８,２３４万円で、建設改良分が１９万４,０００

円、分流式下水道分が２,７２５万４,０００円、財政対策分が５,１８９万２,０００円で

ございます。

５款繰越金が２６６万４,７４７円。

６款町債が、下水道事業債で３,４２０万円、過疎債が１,７１０万円、下水道事業債が

１,７１０万円です。

７款財産収入の物品売払収入３万４,７７６円は鉄くずの売払収入でございます。

歳入合計、当初予算額が１億９,２６９万３,０００円、補正予算額が１,２４０万５,０

００円の減額、予算現計額が１億８,０２８万８,０００円で、調定額が１億８,０４６万

２,７６４円の、収入済額が１億８,０４６万３７８円、収入未済額が２,３８６円でござ

います。

次、歳出、２２８ページに移ります。

歳出。

１款総務費の一般管理費については、職員の人件費を含めて例年どおりの執行状況で、

２７節公課費で５６万６,４００円は２８年度分の消費税でございます。

それから、２款施設費の施設維持費５,００７万１,００４円、需用費で３０万２,１０

０円の不用額、修繕料で２６万３,６４０円、光熱水費で２万６,５９３円が主な内容でご

ざいます。

施設維持事業、終末処理場管理事業については、この表に記載のとおりですので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

３款事業費の下水道建設費７,１６９万３,６００円で、前年度から見ると３,９８０万

３８０円ほど増となっております。

表の中で、一番上の浄化センター機器更新工事に係る価格調査委託業務８４万２,４０

０円は委託料、１３節です。

その下、公共下水道汚水管渠新設工事１工区から一番下の浄化センター汚泥脱水機長寿

命化工事までは１５節でございます。合わせて７,０６７万５,２００円でございます。

４款公債費、元金３,５６５万３,５０５円、利子が９１４万６,７９２円、起債残高の

推移は資料ナンバー１３がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。
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歳出合計で、当初予算額が１億９,２６９万３,０００円、補正予算額が１,２４０万５,

０００円の減額、予算現額が１億８,０２８万８,０００円で、支出済額が１億７,８５１

万８,５１６円の減額、不用額が１７６万９,４８４円で、予算流用１件、１万２,０００

円、予備費充当が１件、１万３,０００円でございます。

２３４ページ。

実質収支に関する調書です。単位は１,０００円でございます。歳入総額が１億８,０４

６万円、歳出総額が１億７,８５１万９,０００円、歳入歳出差引額が１９４万１,０００

円、実質収支額が１９４万１,０００円でございます。

以上で議案第６１号の説明を終わりまして、次、議案第６２号の説明に移ります。

議案第６２号平成２９年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

ですが、２６６ページ、説明資料をお開きください。

２６７ページに移ります。

２６７ページ。

第１表、２９年度の歳入歳出決算の総括であります。予算総額３億９２９万円で、決算

額、歳入３億９０１万３,８８８円、歳出２億９,９６７万９,１８０円、歳入歳出差引額

９３３万４,７０８円、これは３０年度への繰越金となりまして、昨日議決をいただきま

した３０年度の介護保険会計の補正予算の精算となっております。歳出の執行率は９６.

９％でございます。

第２表、歳入実績最近年度比較表でございます。介護保険料が調定額４,９１９万６,７

２５円、収入済額が４,８６４万６,９７０円で、３７万７,１１２円の増でございます。

不納欠損１４万８,４７０円、４人の４件分。それから、収入未済額が４０万１,２８５

円、現年度分で８人の８件、２５万８,６９５円、滞納繰越分で３人、３件、１４万２,５

９０円、合わせて１１人の１１件、４０万１,２８５円でございます。

合計ですが、予算現額が３億９２９万円、調定額が３億９５６万３,６４３円、収入済

額が３億９０１万３,８８８円で、前年度より４２１万１,２０１円増となっております。

収納率が９９.９％でございます。

第３表が歳出実績最近年度比較表でありまして、総務費が６５２万３,８９５円で、９

４.４％の執行率。

保険給付費が２億７,４０５万４,５４８円で、９７.７％の執行率。

地域支援事業費は８３２万７,０９６円で、８２.９％の執行率。

基金積立金は７０２万１,９０８円で、１００％でございます。

諸支出金が３７５万１,７３３円で、９６.９％の執行率。

合計が２億９,９６７万９,１８０円で、前年度から見ると４２９万６,４７４円の増

で、執行率が９６.９％でございます。

それから、第４表介護保険料収納額調ですが、現年度賦課額、２９年度分の調定額４,

８７１万９,９６５円、収入済額が４,８４６万１,２７０円、収入未済額が２５万８,６９
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５円、８人の８件、収納率が９９.５％。滞納繰越分は、調定額が４７万６,７６０円、収

入済額が１８万５,７００円、不納欠損額が１４万８,４７０円、４人、４件、収入未済額

が１４万２,５９０円、３人の３件でございます。収入未済額、現年度分、滞納繰越分を

合わせますと、１１人の１１件、４０万１,２８５円でございます。

それでは、予算書、歳入、２４５ページをお開きください。

歳入、２４５ページです。

資料ナンバー３３－１、２に介護保険事業勘定特別会計の実施状況をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

まず、１款介護保険料、第１号被保険者の保険料です。本年３月３１日現在の被保数は

８８９人で、前年度から見るとマイナス６人となってございます。それから、現年度分で

すが、４,８４６万１,２７０円、２９万４,５０５円の増でございます。内訳として、普

通徴収分が３６１万６８５円、特別徴収分が４,４８５万５８５円でございます。滞納繰

越分で調定額４７万６,７６０円に対して収入済額が１８万５,７００円、前年度から見る

と８万２,６０７円の収入済額の増となります。不能欠損額が１４万８,４７０円、４人、

４件分です。これは２７年度分の不納欠損。それから、収入未済額が３人、３件の１４万

２,５９０円、８月末までに１件、４,９００円が入金となっております。

それから、２款国庫支出金のうち、地域支援事業交付金、現年度分で３６１万２,０４

０円、前年度から見ると９８万３,３７０円増ですが、内訳として、介護予防・日常生活

支援総合事業分が２３４万２,２００円、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支

援事業分が１２６万９,８４０円です。

それから、事業費補助金４６万円については、システム改修に係る補助金でございま

す。

３款道支出金のうち、地域支援事業交付金、現年度分で１７３万５,０４５円、この内

訳ですが、介護予防・日常生活支援総合事業分が１１０万１２５円、介護予防・日常生活

支援総合事業以外の地域支援事業分が６３万４,９２０円でございます。

それから、４款支払基金交付金のうち、地域支援事業支援交付金で２２４万３,０００

円、前年度から見ると８１万１,０００円の増でございます。

５款財産収入の利子及び配当金は、基金利子が８３８円。

それから、６款繰入金でございます。一般会計繰入金、介護給付費繰入金３,５０５万

５,０００円、前年度から見ると４８万６,０００円の増、事務費繰入金７４４万３,００

０円で、前年度から見ると９３万９,０００円の減、地域支援事業繰入金１４２万８,００

０円で、前年度から見ると１８万４,０００円の増でございます。なお、内訳としては、

介護予防・日常生活支援総合事業分が８１万８,０００円、介護予防・日常生活支援総合

事業以外の地域支援事業分が６１万円でございます。それから、低所得者保険料軽減繰入

金ですが、５９万３,０００円、内訳としては、国、２分の１分が２９万６,９４０円、北

海道、４分の１分で１４万８,４７０円、町、４分の１分が１４万７,５９０円の内訳でご
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ざいます。

それから、基金繰入金が６０８万３,０００円です。資料ナンバー１２に基金別増減一

覧表をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、７款繰越金、前年度繰越金が９４１万９,９８１円。

それから、８款諸収入の第１号被保険者延滞金、それから、第１号被保険者の過料、そ

れから、預金利子、雑入の滞納処分費、第三者納付金、返納金は科目存置でございます。

雑入４８万７,４９４円の調定に対して、同額、４８万７,４９４円の収入済額ですが、

内訳は、介護扶助審査判定業務が４２万４,４００円、総合事業利用者負担金が６万３,０

９４円の内訳となっております。

当初予算額が２億８,７７５万円、補正予算が２,１５４万円、予算現額が３億９２９万

円です。調定額３億９５６万３,６４３円、収入済額が３億９０１万３,８８８円、不納欠

損額が１４万８,４７０円、収入未済額が４０万１,２８５円でございます。

次、歳出、２５３ページへ移ります。

１款総務費、一般管理費で、表にありますように、介護保険計画策定ということで、第

７期の計画における日常生活圏域ニーズ調査を実施しております。これは委託料１５３万

３,６００円であります。

それから、負担金補助及び交付金で１３１万３,７１２円は、介護保険のシステム改修

分でございます。

それから、賦課徴収費は例年どおりの執行。

介護認定審査会費の役務費７４万９,９２０円は、主治医意見書１７５件分でございま

す。

それから、１９節負担金補助及び交付金の１７２万４,６００円は、池北三町介護認定

審査会の負担金。

認定調査費の委託料６８万６,６６０円は、介護認定調査業務の直営分１６１人、委託

分が３人、合わせて１６４人、それから、施設、委託分が１１人、合わせて１７５人分、

２事業者でございます。介護認定調査業務でございます。

それから、次のページ。

２款保険給付費の１項介護サービス等諸費でございます。まず、居宅介護サービス給付

費、１９節ですが、１億３,１２５万８,１７９円、１,３２７万８,１７８円の増ですが、

第６期計画では延べ１,７４０人でしたが、２９年度実績では１,５４５人です。計画との

差でいきますと１９５人の減ですが、実人員の実績ベース、前年度比較では２０９人の増

でございます。

居宅介護サービス計画給付費、１９節、８７１万７,５７８円、計画では延べ６８４人

ですが、実績では６３４人で、マイナス５０人。ただ、前年度と比較をしますと７７人の

増でございます。

それから、施設介護サービス給付費、１９節、１億６１２万８０９円、延べで４４４人



― 55 ―

ですが、実績は４８３人、３９人の増です。実績ベースではマイナス３４人でございま

す。

居宅介護福祉用具購入費ですが、１９節で３５万５,３５８円、７件を見ておりました

けれども、実績は１０件で、３件の増、前年度から見ると５件の増でございます。

居宅介護住宅改修費３４万７,４００円、６件を見ておりましたけれども、５件という

ことで、マイナス１件、前年度から見ると１件の増でございます。

それから、２項介護予防サービス等諸費の介護予防サービス給付費、１９節で２３８万

５,２２８円、延べ９６人を見ておりましたが、実績では１６９人、計画ベースでいくと

７３人の増で、前年度から見ると１３２人の減でございます。

それから、介護予防サービス計画給付費７１万２,９００円、延べ４９２人を見ており

ましたけれども、１６３人の実績で、３２９人の減、前年度ベースでいくと７７人の減で

ございます。

介護予防福祉用具購入費１２万７７２円ですが、６件を見ておりましたが、４件という

ことで、マイナス２件で、実績ベースでいくと、前年度から見るとマイナス１件となりま

す。

それから、介護予防住宅改修費２３万４,０００円ですが、５件を見ておりましたけれ

ども、実績は２件ということで、マイナス３件、実績ベースでいくと前年度と同じ件数、

２件でございます。。

それから、４項高額介護サービス等費の高額介護サービス費でございますが、４３２万

８,４４３円で、実人員が４２人、前年度より１名減でございます。

それから、５項高額医療合算介護サービス等費の高額医療合算介護サービス費２５３万

９,２０６円、実績は３７人でございます。前年度から見るとマイナスの２０人というこ

とになります。

それから、６項特定入所者介護サービス等費の特定入所者介護サービス費１,６７４万

１,３３８円は、延べで４８３人の実績です。前年度から見るとマイナス８人でございま

す。

それから、特定入所者介護予防サービス費２万４,６５１円で、延べ４人でございま

す。前年度から見ると１名の増。

それから、３款地域支援事業費１項介護予防・生活支援サービス事業費１目介護予防・

生活支援サービス事業費の委託料６３万９４０円は、訪問型サービスＡのＮＰＯへの委託

料、延べ人員で２４３人で、１１４人の増でございます。

それから、１９節、４８３万３,０３３円は、第１号事業給付費で、訪問型・通所型

サービスで、国保連への支払いとなります。

それから、介護予防ケアマネジメント事業費、委託料２４万３,８００円は、町居宅介

護支援事業所への委託料５６件分でございます。

それから、２項一般介護予防事業費の委託料７万６,０００円は、社協へのふまねっと
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運動の委託料、４３回分でございます。

それから、３項包括的支援事業・任意事業費の１目の包括的・継続的ケアマネジメント

支援事業費、委託料４２万１,４００円は、介護予防サービス計画作成業務で、町居宅介

護支援事業所への７６件、町外の居宅介護支援事業所へ２４件の委託、合わせて１００件

の委託でございます。

それから、２目任意事業費の委託料１４５万８,９５０円については、まず、介護教室

でＮＰＯへ１０万円、それから介護用品給付、おむつですが、社協へ４３万３,１００

円、おむつ３９５個、それから、社協ですが、配食サービス９２万５,８５０円、弁当２,

０８６個分でございます。

それから、４項その他の諸費、これはここに記載のとおりです。

４款基金積立金は資料ナンバー１２、基金別増減表がありますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

積立金で７０２万１,９０８円。

それから、５款諸支出金の第１号被保険者保険料還付金３万３８０円、過年度分の還付

で６件、それから、介護給付費負担金等返還金３７２万１,３５３円、内訳としては、２

８年度分の精算に伴う返還金でして、地域支援事業分、国に６４万５,１９７円、北海道

に３５万７,８８１円、支払基金に３８万４,３２２円、町へ２３３万３,９５３円、町へ

の返還金の内訳としては、地域支援事業分で１９万６,６２９円、介護給付分で８２万３,

１９７円、介護給付分の事務費で１３１万４,１２７円でございます。

歳出合計で、２億８,７７５万円の当初予算額、補正予算額が２,１５４万円、予算現額

で３億９２９万円で、支出済額が２億９,９６７万９,１８０円、不用額が９６１万８２０

円で、予算流用１件、８,６８６円でございます。

２６５ページ。

介護保険会計の実質収支に関する調書。単位は１,０００円ですが、歳入総額が３億９

０１万４,０００円、歳出総額が２億９,９６７万９,０００円で、歳入歳出差引額が９３

３万５,０００円、実質収支額は９３３万５,０００円です。

以上で議案第６２号の説明を終わりまして、次、議案第６３号の説明に移ります。

議案第６３号平成２９年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について。

２８３ページをお開きください。２８３ページ、説明資料です。

次のページ、２８４ページ。

第１表、２９年度歳入歳出決算の総括で、予算額４,１８１万８,０００円、歳入決算額

が４,１５８万９,６７６円、歳出決算額は４,１５８万９,６７６円で、差引額はゼロ、執

行率は９９.５％です。

第２表、保険料収納額調は、調定額２,３７５万６,２００円で、収入済額も同額の２,

３７５万６,２００円で、１００％の収納となります。

それから、第３表が歳入実績最近年度比較表でございまして、後期高齢者医療保険料
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２,３７５万６,２００円は、９６万４,１００円の増でありまして、合計で調定額４,１５

８万９,６７６円で、収入済額も同額でございます。

それから、第４表歳出実績最近年度比較表では、総務費で２１９万４,３２２円、執行

率９８.１％。

２款の後期高齢者広域連合納付金で３,９１６万９,５５４円、１００％の執行率。

諸支出金で２２万５,８００円、これも１００％の執行。

合計で支出済額が４,１５８万９,６７６円で、９９.５％の執行率になります。

歳入。

２７２ページをお開きください。

歳入ですが、資料ナンバー３４にフロー図をつけておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

１款後期高齢者医療保険料で、被保数がことしの３月３１日現在で５５３人で、前年度

から見ると９名の増となっております。特別徴収保険料が４６５人、普通徴収保険料が１

９７人ですが、６９人の方が重複してございます。特別徴収、現年度分で１,３７３万５,

５００円、普通徴収の現年度分１,００２万７００円でございます。

それから、３款繰入金で事務費繰入金３００万７,３２４円ですが、広域連合の事務費

分が１５５万円、町単独分が１４５万７,３２４円です。内訳としては、インフルエンザ

分で８６万２,５００円、事務費分で４３万９,９３８円、健診分で１５万４,８８６円で

ございます。

それから、保険基盤安定繰入金１,３８６万３,３５４円ですが、まず、北海道が４分の

３分、１,０３９万７,５１５円、町が４分の１、３４６万５,８３９円でございます。

４款繰越金はございません。

それから、５款諸収入の延滞金は科目存置。

償還金及び還付加等金の還付加算金、７,３００円は２件、保険料還付金２０万４,５０

０円は１３件、歳出同額でございますが、このうち８件、システム誤りによる還付分１８

万７,５００円を含んでございます。

それから、雑入です。５０万９９８円で、広域連合から健診委託料が３６万７,９９８

円、特別調整交付金１３万３,０００円ですが、内訳としては、制度改正による周知分が

１１万９,０００円、システム誤り分で１万４,０００円でございます。

それから、６款広域連合支出金２５万円は、すこやか推進事業補助金として、インフル

エンザ予防接種の補助金でございます。

歳入合計、次のページですが、当初予算額は４,１３３万１,０００円、補正予算額は４

８万７,０００円で、予算現額が４,１８１万８,０００円、調定額が４,１５８万９,６７

６円、収入済額が同額の４,１５８万９,６７６円でございます。

次、歳出、２７８ページに移ります。

１款総務費、一般管理費でございます。委託料で１６２万２,７７２円、内訳として
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は、健康診断で６３人、５２万２,８８４円、インフルエンザ予防接種３６３人、１０８

万９,０００円、共同電算処理１万８８８円。扶助費ですが、２万３,５００円、これは償

還払いです。インフルエンザの予防接種８人分でございます。

それから、３款諸支出金の保険料還付金２３節償還金利子及び割引料２０万４,５００

円、これは１３件分で、歳入と同額でございます。

それから、還付加算金２万１,３００円は４人分、これはシステムの誤りによる分でご

ざいます。

それから、次のページ。

歳出合計で、当初予算額４,１３３万１,０００円の、補正予算額が４８万７,０００

円、予算現額が４,１８１万８,０００円で、支出済額が４,１５８万９,６７６円、不用額

が２２万８,３２４円でございます。予備費充当は５件の１１万５,８００円でございま

す。

２８２ページ。

実質収支に関する調書、単位は１,０００円です。歳入総額が４,１５９万円、歳出総額

も４,１５９万円で、実施収支額はゼロでございます。

以上で、議案第５７号から議案第６３号までの説明を終わります。

以後、御質問によってお答えをしたいと思っておりますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。

平成２９年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑を

許します。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。

平成２９年度各会計の決算認定にかかわる質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定の

とおり、第８日目の９月１８日に行います。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りいたします。

本日の会議は、これで延会したいと思います。

特別の事情がない限り、１７日までは休会といたします。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

────────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日は、これにて延会いたします。

延会 午後 ３時５１分


